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事業概要

　このプログラムは、国際交流基金、ASEAN大学ネットワークおよび京都大学東南
アジア地域研究研究所が共催し、ASEAN事務局の後援のもと、加盟国間の良好な関
係を促進することを目的として実施されています。
　こんにちの世界はさまざまな課題に直面しており、これらの問題を解決するために
は、国籍や社会におけるそれぞれの立場を超えて知恵を出し合い、協力し合うことが
不可欠です。また、一緒に取り組むだけでなく、共通の課題の解決を目指す意欲をひ
とりひとりが高めることもますます重要になってきています。
　このプログラムは、ASEAN諸国と日本の若者が出会い、一緒に学び、協働する機
会を提供し、世界規模の問題に対処するための実行可能な方法について、各参加者が
深く考え、協力し、実践することを促す機会となりました。
　参加者はチームに分かれ、一連のオンラインプログラムやフィリピンおよび日本へ
のフィールドトリップを通じてテーマを探究しました。チームメートとの対話や協力
を重ねながら、参加者はより良い世界を共に創るアクションプランを作成し、プログ
ラムの集大成としてそれぞれの取り組みを発表しました。
　本プログラムを通じて、参加した学生たちは、その視野を広げ、多様な文化環境へ
の受容性と寛容性を高めるとともに、社会に意義ある変化をもたらすことができるグ
ローバルリーダーとして行動する意欲とスキルをさらに発展させることが期待されて
います。

テーマ 2050年に向けて平和でより良い世界を共に創る
TASC 2025のテーマ プラスチックごみ
参加人数  28名（9か国：カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、

ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナム、日本）
主　催 国際交流基金
共　催 ASEAN大学ネットワーク、京都大学東南アジア地域研究研究所
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チーム名： Terra Rangers 

より環境に優しい世界に向けた3つのステップ  
 ― 若者の環境配慮行動を促す教育的アプローチ
Yuki Lisa Chheang, 王立プノンペン大学（カンボジア）
Sutan Adam Kusuma Tanaka, ガジャ・マダ大学（インドネシア）
橋本 友 , 立教大学（日本）  
Muhammad Amir Bin Shaari, マレーシア国民大学（マレーシア）
Mya Myintzu Htet, ヤンゴン経済大学（ミャンマー）
Niña Michaela SJ. Ragudos, デ・ラ・サール大学（フィリピン）

チーム名： BlueWave

TraSure（Trash to Treasure：ごみから宝物へ）
Fauzan Abdullah Azzam, インドネシア大学 （インドネシア）
皿井 楓 , 愛知県立大学 （日本） 
Then Min Han, マレーシアサインズ大学（マレーシア）
Thanawit Karnjanapinyoying, プリンス・オブ・ソンクラー大学（タイ） 
Pham Quynh Nhu, ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）

チーム名：MANIBU WARASHI 

Manibu のエコクエスト：  
カードをめくって世界を変えよう（これやりたい！）  
Baginda Muhammad Rif’an Abdillah,  国立アイルランガ大学（インドネシア）
能瀬 颯菜 , 静岡大学（日本） 
Shivabala A/L Ganeish, マレーシアサインズ大学（マレーシア） 
Marquez Fea Bambina Trinidad, デ・ラ・サール大学（フィリピン） 
Phimsiya Thongyoo, チュラーロンコーン大学（タイ）
Nguyen Tien Thanh, ベトナム国家大学ホーチミン市校（ベトナム）

チーム名：GREEN HASHIRAS  

EcoLeads：ユース・アクション・インパクト 
Sovannvita Torng, 王立プノンペン大学（カンボジア） 
木村 魁 , 京都外国語大学（日本） 
Padaphone Atvaly, ラオス国立大学（ラオス）
Eaindray Phoo Myat, ヤンゴン大学（ミャンマー） 
Siriphong Chotirat, プリンス・オブ・ソンクラー大学（タイ） 
Thu Hang Tran, ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）

チーム名： Blue Horizon

Blue Horizon オーガニゼーション：  
プラスチックごみ問題に取り組む、世界規模の若者主導組織 
Sreypich Kuy, 王立法経大学（カンボジア） 
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はじめに

A. 問題の背景と趣旨
プラスチック汚染は、もはや単なる環境問題ではなく、早急

な 対 応 を 要 す る 地 球 規 模 の 危 機 で あ る。 国 連 環 境 計 画
（UNEP、2023）の最新報告書は、仕組み全体の変革がなけれ
ば、2040年までにプラスチック汚染がほぼ三倍に拡大すると
警告している。プラスチック汚染のこうした深刻化は、海洋生
物だけでなく、陸上生態系や人々の健康にも深刻な脅威を及ぼ
している。リサイクル技術の進展や政策による使用禁止措置が
進む一方で、廃棄物は依然として私たちの地域社会に蓄積し続
けている。このことは、単にインフラ整備の問題ではなく、
人々の行動や日々の習慣に深く根差していることを示してい
る。
「知っていること」と「実際に行動すること」との隔たり

は、私たちが直面する大きな課題の一つである。多くの人はプ
ラスチックが有害であることを理解していながら、依然として
無責任に使い続けている。Heidbreder et al. （2019） は、習慣
や社会規範が、単なる認識以上に消費行動を左右する強い要因
となることが多いと指摘している。これは、持続可能な行動は
単なる情報だけでなく、深く根づいた態度や知覚された行動統
制に基づいて生じるとする計画的行動理論（Ajzen, 1991）を
裏づけるものである。

したがって、効果的な教育は、単に知識を伝えるだけでな
く、価値観の形成に積極的に働きかけるものでなければならな
い（Frick et al., 2004）。本プロジェクトは、高校生に焦点を当
て、この課題に取り組むことを目的としている。青年期は、個
人が倫理的枠組みを形づくっていく重要な発達段階である。研
究では、この形成期に培われた環境価値観が、将来の行動を予
測する強力な要因であることが確認されている（Evans et al., 

2007）。この重要な段階に働きかけることで、「より環境に優
しい世界に向けた3つのステップ」は、単に知識を得るだけで
なく、持続可能な未来の実現に向けて実際の行動を起こす世代
を育むよう設計されている。

B. フィリピン及び日本訪問から得た知見
フィリピンのように、農業国であると同時に多くの沿岸地域

を抱える国においては、プラスチックごみの問題が島嶼部から
都市部に至るまで存在していることを学び、考察することがで
きた。また、プラスチックごみ汚染が地域に様々な形や異なる
レベルで影響を及ぼしていることを知り、大きな気づきがあっ
た。取り組みや連携は存在するものの、関心の低さ、実施面で
の課題、さらに自然災害による被害のため、それらのプログラ
ムは持続的なものになっていない。オランゴ島のマングロー
ブ、埋め立て処分場、エコパーク、SM GUUN 社によるフラフ
燃料施設、そして JunkNot による創造的なアップサイクルの
取り組みを視察し、フィリピンの人々が、より環境に優しく健
康的なフィリピンの実現に向けて努力していることが分かっ
た。また、これらの取り組みは人々の懸命な努力の賜物であ
り、厳しい状況に置かれながらも課題を乗り越えようとする彼
らの強い意志とたくましさが感じられた。訪問先の中でも、最
も大きな影響を受けたと感じたのは、バセコ地区を訪れ、ごみ
を地域内の生計手段へと変えてきたコミュニティと出会ったこ
とであった。彼らが語ってくれた心を打つ話を通じて、彼らの
置かれた状況への理解を深めることができた。また、廃油を石
けんにアップサイクルすることや、作り直した財布を販売する
ことのようなシンプルな取り組みであっても、変化を生み出
し、地域を支えることができるのだと分かった。彼らは地域社
会を巻き込む方法を見いだし、たとえ家庭レベルであっても、
変化を生み出し、課題を解決し、他者のための機会を生み出す
ことが可能であることを示していた。地域社会における彼らの
調和ある関係性からは、近隣の人々への思いやりと守り合う姿
勢がうかがえ、彼らは置かれた生活環境の改善に向けて協力し
て取り組んでおり、ごみの削減・再使用・再資源化は、その協
働の成果であった。

日本での訪問では、東京、京都、大阪にある数多くの優れた
リサイクル施設を見学し、持続可能性が日常生活に見事に組み
込まれていることを実感した。ごみ分別や資源回収のための先
進技術に加えて、とりわけ際立っていたのは、リサイクルを社
会全体の責任として捉える文化的な意識であった。特に印象に
残った話題の一つが、収納容器や透明のクリーニングカバーの
再資源化に見られるような、水平リサイクルの実践であった。
東京では、こうした持続可能性の目標に沿う民間セクターの取
り組みに対し、財政支援が行われている。その具体例として、
テイクアウトやデリバリーで繰り返し使用する共通容器や、ス
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マートフォンのアプリで個々の利用状況を記録することでリ
ユースボトルの使用を促進するプログラムなどが挙げられる。
そして講義では、プラスチックごみと海洋汚染のつながりが示
され、家庭ごみが都市部から河川を通って最終的に海へ到達し
うることが説明された。また、京都の「京都里山 SDGs ラボ

（ことす）」への訪問も特筆すべきものであり、創意工夫によっ
て、より若い生徒にも環境意識を分かりやすく伝える好例と
なっていた。日本での研修における講義を通じて、環境課題に
取り組むには、継続的な努力、市民の支持、十分な資金、そし
て実質的な前進を後押しする強固な制度的基盤が必要であるこ
とを学んだ。またこの研修を通じて、技術的な学びや支え合え
る環境とあわせて友情と知識を交換できるという点からも、
日・ASEAN 協力には大きな価値があることが示された。

フィリピンと日本での訪問、そして他の ASEAN 代表との文
化交流を経て、環境意識と持続可能性を若い生徒たちにどのよ
うに紹介し、実践し、定着させていくかを明らかにすること
が、私たちのグループの焦点として明確になった。そうするこ
とで、彼らは早い段階から問題への理解を深め、自らの解決策
を生み出すことに参加できるようになる。設備や施設の充実度
にかかわらず、両国に共通して際立っていたのは、地域社会、
すなわち人々の関与であることが分かった。若者の参画が重要
であることを踏まえつつ、本チームでは、教育を軸としたアプ
ローチによって、次なる変革の担い手となる生徒たちの声をよ
り力強く後押しできると考えるようになった。あらゆる学習者
が、環境の持続可能性に関する意識向上に参加できるプログラ
ムを実施し、各国の組織や制度と連携することを通じて、本プ
ロジェクトは、地域との協働という強みを基盤に、教育を通じ
てより健全な未来につながる日常の実践と習慣を育んでいく。

アクションプラン

A. 提案された解決策
提案された解決策「より環境に優しい世界に向けた3つのス

テップ」は、高校生の環境意識と責任ある行動を高めることに
よって、深刻化するプラスチックごみ問題に対応することを目
的とした、教育を軸とする取り組みである。高校生を対象とす
ることで、プラスチックごみ問題への早期の意識形成を図ると
ともに、生徒たちが学校や地域社会に働きかける力を身につけ
られるようにすることを目指している。教育を中核的な戦略と
するのは、プラスチック汚染の根本原因である認識と理解の不
足に働きかけると同時に、持続可能な行動変容を促すことがで
きるからである。

本プロジェクトは、相互に連関する次の3つのステップで構
成される。

(1) 基礎知識を身につけるためのインタラクティブなテキス
トブック

(2) 体験を通じて理解を深める実践型の学習キャンプ

(3) このキャンプで得た学びを生かし、実社会での実践と創
意工夫を促す生徒主導のコンテスト  

　各ステップは前のステップを補強するように設計され
ており、意識を意味ある行動へと変えていく連続的な学
びのプロセスを確かなものにしている。生徒たちはこの3

つのステップを通して学び、将来に向けた実践、習慣、
意識を育んでいく。

1. テキストブック ― ステップ1
本プロジェクトの第1のステップは、プラスチックごみとマ

イクロプラスチックに関する基礎知識を生徒に提供する、イン
タラクティブでストーリー性のあるテキストブックを開発する
ことである。テキストブックであれば、プラスチックごみやマ
イクロプラスチックのような複雑なテーマを、基本概念から始
めて段階的により深い理解へと導く形で説明することができ
る。情報を断片的に伝えがちなショートフォームメディアとは
異なり、テキストブックは内容を論理的な順序で提示するた
め、生徒たちは原因、影響、解決策を明確に結びつけて理解し
やすくなる。テキストブックでは、プラスチックごみの発生
源、プラスチックがどのようにマイクロプラスチックへと分解
されるか、環境や健康への影響、そしてプラスチック汚染を減
らすための実践的な解決策といった主要なテーマを扱う。内容
は高校生の年齢層に合わせて作成する。テキストブックには、
生徒たちが学んだ内容を自らの日常生活や地域環境に結びつけ
て考えられるよう促す、振り返りの問いや小さなアクティビ
ティも含まれる。このアプローチにより、生徒たちは、プラス
チックごみが地球規模の課題であるだけでなく、自分たちの地
域社会の中にも存在する問題であることを理解できるようにな
る。

実施に当たっては、正確性、妥当性、教育基準との整合性を
確保するため、環境分野の専門家や教育関係者と連携してテキ
ストブックを作成する。まず英語のマスター版を作成し、その
後、各国で活用できるよう翻訳を行う。テキストブックはデジ
タル版と印刷版の両方で配布し、学校、学習キャンプ、自主学
習などで柔軟に活用できるようにする。このテキストブックを
活用することで、環境配慮行動に関する知識を高めることがで
きる。

2. 学習キャンプ
PlastiCamp - 学習キャンプは、このテキストブックを正式な

教育課程に提案する前段階として、高校生を対象に本教材モ
ジュールを実施し、とりわけプラスチックごみを中心とする環
境問題に関する知識伝達の有効性を検証するための初期的取り
組みとして提案されている。正規の教育課程に直接組み込むの
ではなく、本チームは、3日間のスクールキャンプを、生徒た
ちがプラスチックごみと環境について学ぶための場として位置
づけている。3日間の学習キャンプは大学生によって運営さ
れ、プラスチックの基礎と人間および環境への影響、廃棄物か
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ら生まれる創造的なイノベーション、そしてプラスチックごみ
に対処するための効果的な管理といった教材モジュールの目的
に沿って実施される。また、包摂性と質の高い教育を促進する
ため、参加者はすべての地区から高校生を募る。

キャンプ初日は、プラスチックの基礎に関する理解を深める
日に充てられる。生徒たちは、専門家による講話を通じて、プ
ラスチックごみやマイクロプラスチック、それらが環境や人間
の健康に及ぼす影響について理解を深めることが期待される。
さらに、生徒たちはリサイクル拠点と連携したアップサイク
ル・ワークショップに参加し、プラスチックごみを減らしなが
ら、それを創造的な作品づくりに生かせることへの気づきを得
る。これにより、単にプラスチックを排除することだけに目を
向けるのではなく、廃棄物を最大限に活用するという視点を広
げることができる。

2日目には、生徒たちは、手工芸品、エコブロック、工業製
品、5R、エコキャンペーン、廃棄物からのバイオガス生成な
ど、プラスチックごみの削減に取り組む専門家による革新的な
解決策や実践に触れる。これは、創意工夫とそれぞれの能力を
生かしてプラスチックごみに対処する世界各地の取り組みを示
すものである。さらに、イノベーション・ラボでは、生徒たち
がグループごとにブレインストーミングを行い、キャンプで学
んだことを踏まえて、自分たちの学校をより環境に優しい場に
し、生徒の間でリサイクル意識を高めるためのアイデアを提案
する。このイノベーション・ラボを通じて、生徒たちは技能と
創造性を高めるだけでなく、互いに活発に議論することで批判
的思考力も養うことができる。

キャンプ最終日には、生徒たちが各自の学校で集めた廃棄物
を用いて、経済的価値のあるもの、アート作品、あるいは
STEM に関連するものなど、独自の作品を制作するアップサイ
ク ル・コン ペ テ ィション を 行 う。さら に、 参 加 者 全 員 に

「Guardian of the Earth（地球の守り手）」の称号が授与される。
この表彰により、環境を守る責任感が高まり、ひいては学校の
友人たちにも、リサイクルやプラスチックごみ削減に向けた環
境保全の取り組みへの参加を間接的に促すことが期待される。

3. コンテスト
生徒たちがテキストブックと学習キャンプで学んだことを実

践に移すため、このコンテストは、環境配慮行動を促進するう
えで自らのスキルを生かす機会となる。#GenZPlasticChallenge 

は、生徒たちがグループで協力しながら1分間の動画を制作す
る参加型の動画コンペティションである。このチャレンジの中
心テーマは、「持続可能性がいかに創造的で、美しく、楽しいも
のになり得るかを発見しよう」である。本プログラムは、若者
たちが対話に参加し、持続可能性に関する考えを、ごみの削
減、低炭素な選択、地域の環境活動への参加といった具体的で
日常的な行動へと落とし込んだ映像表現として発信する場を創
出することを目的としている。

このチャレンジでは、応募作品を4つの主要な基準に基づい

て評価する。その基準は、第一に創造性、続いて審美的表現、
内省、そしてメッセージ性である。これらの基準を通じて、こ
のコンペティションでは、画一的または規範的な語りではな
く、参加者自身の価値観や環境問題に対する解釈を反映した表
現を重視している。参加者の多様な強みを評価するため、この
コンペティションでは3つの賞を設けている。

Eco Mind Award ― 高い意識と理解
Aesthetic Impact Award ― 創造性とストーリーテリング
 Sustainability Hero ― 行動変容を促す力を持つ、心を動
かす動画

受賞者には、学びを実社会での経験へと結びつける、環境に
配慮したツアーに参加する機会が提供される。この表彰制度に
より、参加者は抽象的な議論だけではなく、直接的な関わりを
通して持続可能性への理解を深めることができる。この取り組
みは、各国の持続可能性に取り組む企業や団体への訪問とも結
びついている。参加者がこれらの交流を通じて得た学びを共有
するよう促すことで、環境意識を国境を越えて広げることがで
きる。その結果、持続可能性の価値観は、個人の取り組みにと
どまらず、世代全体で共有されるムーブメントとして広がって
いくことが期待される。

若者向け動画コンペティションの有効性は、既存の事例に
よっても裏づけられている。例えば、国連気候変動枠組条約

（UNFCCC）の 世界ユース映像コンテストには77か国から180

件を超える応募があり、受賞動画は YouTube で10万回以上再
生された（UNFCCC, n.d.）。この事例は、若者が制作した映像
コンテンツが、国際的な可視性と社会的影響力の双方を実現し
得ることを示している。同様に、#GenZPlasticChallenge も、
若者たちの創造性とデジタルメディアのスキルを生かし、環境
問題をより幅広い層に伝える可能性を備えている。

B. プロジェクトの持続可能性の確保
本プログラムの特徴の一つは、「グリーン投資の循環」にあ

り、学び、生産、そして仲間主導の支援が、時間の経過ととも
に相乗的に積み重なっていくよう設計されている。参加者は、
環境リテラシーと視覚的ストーリーテリングの技能を身につ
け、行動を促す明確なメッセージを伴うコンテンツを発信した
後、「Guardian of the Earth」として修了生の役割へと移行す
る。守り手は、発信（ネットワークを通じてメッセージを広め
ること）、支援（プロジェクトの設計と実施を支えること）、承
認（行動に基づく達成を認めること）という、体系化された3

つの役割を担いながら活動し、各期の参加者が次の期に向け
て、再利用可能な資源とより強固な支援体制を残せるようにし
ている。これにより孤立が軽減され、環境配慮行動を持続的に
実践できる可能性が高まる。

さらに、このプログラムには、個々の努力や貢献を目に見え
る形で認める仕組みとして、ユニフォームやメダルが取り入れ
られている。とりわけ高校生にとって、自らの行動が社会的に
認められることは、自己効力感や自信を大きく高める可能性が

6

Team A : Terra Rangers



ある。参加者は、環境に配慮した行動を義務や負担としてでは
なく、誇りの源であり、意味のある社会的役割として捉えるよ
う促される。このメンターシップモデルにおいては、修了生と
参加者が、若者同士の連帯感、成長、多様な発想、そして国境
を越えた協働を包摂する形で、参画と変化を育んでいくことが
できる。このように、#GenZPlasticChallenge とそれを取り巻
く諸取り組みは、世代を超えた支援と、努力を認め合う文化と
を結びつけることで、持続可能で息の長い環境運動を育んでい
る。

実施計画

本プロジェクトは、1学年度の中で8か月をかけて実施する。
本プロジェクトは、次の4つのフェーズに分けて実施する：
Ａ．�フェーズ 1：資源動員フェーズ ― プロジェクト運営に
必要なあらゆる資源を確保する段階。（3か月）

　　１． ボランティア募集 ― 青少年団体と連携して、主に
学習キャンプの運営補助を担うボランティアを募集
する。この段階で、運営側は学習用テキストブック
に関して専門家や実務家にも協力を呼びかける。

　　２． 資金確保 ― プロジェクト支援の一環として、アッ
プサイクルした衣類をユニフォームとして販売し、
資金調達の手段とすることで、プロジェクト運営費
を 賄 う。 こ の 取 り 組 み は、 イ ン ド の Ecoline 

Clothing という企業に着想を得ている。EcoLine 

Clothing は、使用済み PET ボトルを繊維に変えて
T シャツやスポーツウェアを製造するブランドであ
り、シャツ1枚ごとに複数の再生ボトルが使用さ
れ、水とエネルギーの節約にもつながっている

（Patel, 2019）。
　　３． パートナーシップ ― 本プロジェクトは、同じ理念

を共有し、プロジェクトと関わりのある企業、とり
わけ学用品販売、印刷、持続可能な包装に関わる企
業や、環境意識の共有と環境保護に取り組む環境団
体との連携も目指す。こうした連携により、より幅
広い層が、それぞれの形で本プログラムを支援でき
るようになる。

　　４． 協働支援 ― 本取り組みを学校プログラムとして組
み込むため、教育関連部局や教育省庁と連携・協働
する。全面実施に先立ち、学校でのパイロットプロ
グラムも実施する。

Ｂ．フェーズ 2：準備フェーズ（3か月）
　　１． インタラクティブなテキストブックを作成する。こ

の過程では、情報収集、執筆とコンテンツ制作、校
正、そして専門家による確認を行う。

　　２． このフェーズでは、学習キャンプの準備も行い、ボ
ランティアがインタラクティブなテキストブックに

基づいて構成したレッスンプランの実施方法を検討
する。

Ｃ．�フェーズ 3：PlastiCamp ― プラスチックごみをテーマ
とする学習キャンプ／ワークショップ（1か月）

　　 　このフェーズでは学習キャンプを開始し、その実施に
は3～5日間を充てる。各日には、テキストブックの流
れに沿った専用のモジュールと活動を配置する。テキス
トブックの配布は、学習キャンプ実施の1週間前に行う。

　　 1日目 ＝ モジュール1・2

　　 2日目 ＝ モジュール3

　　 3日目 ＝ イノベーション・ラボ、展示、コンテスト
Ｄ．フェーズ 4：事後対応期間（1か月）
　　 　このフェーズでは、生徒たちにコンテスト用の動画を

制作するための3週間が与えられる。その後、審査期間
に入り、選ばれた受賞者はサステナビリティ・ツアーに
招待される。

期待される成果とインパクト

A.2050年に向けたビジョン
ASEAN と日本における最も差し迫った課題の一つがプラス

チックごみである。これは家庭、学校、地域社会において継続
的に存在する問題であり、対処するには社会全体で取り組む必
要がある。現在の廃棄物管理の実践は断片的であり、リサイク
ル制度にも一貫性がなく、環境教育もカリキュラムに十分組み
込まれていないことが多い。こうした現状と2050年に向けた
私たちのビジョンとの隔たりを埋めるために本プログラムは設
けられており、持続可能性を日常生活の一部として定着させ
る、若者中心の取り組みの緊急性を浮き彫りにしている。
2050年までに、ASEAN と日本の全域で環境変革を主導し、そ
れを持続可能なものとして根づかせる若い世代を育成すること
が、このビジョンである。学校は持続可能な実践の象徴として
位置づけられ、生徒主導の取り組みが国の廃棄物政策に影響を
与え、地域社会では教育とイノベーションを通じてプラスチッ
クごみの削減が積極的に進められている姿が描かれている。主
たる使命は、生徒たちが自らの環境に責任を持ち、持続可能性
を自然な行動として身につけられるよう後押しすることであ
る。

B. 短期的な成果
評価および持続可能性の観点から、本プログラムの有効性を

測るうえで役立つ短期的成果を以下に示す。まず、プログラム
の測定可能な成果については、事後テストと参加型活動の2つ
の側面から評価を行う。第一に、事後テストでは、生徒がさま
ざまな種類のプラスチックとその影響を識別できるかを確認す
るための調査を実施する。第二に、質問票を用いて、生徒が日
常生活の中で使い捨てプラスチックの削減にどの程度意欲を

Ⅲ
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持っているかを把握する。目標としては、少なくとも75％の
生徒が、プラスチックの種類、廃棄物処理の方法、環境保全に
ついて理解を深めることを想定している。参加型活動は、ワー
クショップとコンテストを通じて実施する。PlastiCamp のワー
クショップでは、アップサイクル製品や学校単位での取り組み
が生まれることが期待される。また、#GenZPlasticChallenge 

では、創造的な動画投稿を通じて幅広い参加を促す。初回の参
加者については、少なくとも40人の生徒が応募し、環境保護
やプラスチック削減への意欲を示すことを目標としている。生
徒たちの意欲を維持するため、Eco Mind Award、Aesthetic 

Impact Award、Sustainability Hero Award といった賞を設け、
優れた取り組みを顕彰することで、参加意欲を強化し、継続的
な実践を促す。

C. 長期的な成果
継続的に実施していくことで、体系的なインパクトが今後5

年間のうちに確認できることは間違いない。このテキストブッ
クは、通常の学業に加えて生徒が幅広く参加できる学習活動と
して、学校のカリキュラムに組み込むことが可能である。ま
た、「Guardians of the Earth」の修了生ネットワークが、新た
な世代の参加者に対するメンター役を担うことで、継続性と持
続可能性が確保される。生徒主導のプロジェクトやコンテスト
が実施され、それらが有効なものと認められ、学校や教育を所
管する省庁との連携による支援が得られれば、やがて地域政策
にも影響を与えるようになる。2035年までには、リユースボ
トルの利用やごみの分別といった実践が学校内で当たり前のも
のとして定着することが主な目標となる。そして2050年まで
には、日・ASEAN の若者が、プラスチックごみ削減のリー
ダーとして認識されるだけでなく、使い捨て製品の消費を測定
可能な形で減少させることにも貢献している姿を目指す。本プ
ロジェクトは、短期的な成果が、若者と持続可能性をめぐる長
期的な文化的・制度的変化へと発展していく過程を示してい
る。

資料サンプル：

A. テキストブック見本（レイアウトおよびモジュール内容）
B. 動画コンペティション見本
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はじめに

A.	�背景
プラスチックごみは、ASEAN 諸国に共通する課題であり、

とりわけ観光地において深刻である。例えばベトナムでは、観
光開発の進展と同じ速度で、プラスチック製品への需要が増加
している（Tran, Pham, & Nguyen, 2020）。TASC でのさまざま
な経験から得た学びを踏まえ、私たちは、観光を通じて意識啓
発を図りつつ、環境への影響と社会的現実とを結びつけるため
に、再生プラスチック製の土産物を制作することを決めた。各
土産物には「TraSure」のエコラベルを付し、製造時に削減さ
れたと推定されるプラスチックごみの量を含む、簡潔な環境情
報を表示する。このラベルには QR コードも付されており、

「TraSure」公式ウェブサイトへアクセスすることで、材料調
達、再資源化の工程、全体的な環境影響に関する、より詳細な
データを確認できる。サステナビリティに関するデータを製品
そのものに組み込むことで、この土産物は単なる商品にとどま
らず、購買行動を意識的な環境配慮行動へと変える学びのツー
ルとして機能する。

私たちは、再生素材の土産物を、代替案としてではなく、構
造的な解決策として選んだ。観光において、消費は避けられな
い。私たちは、消費を止めようとするのではなく、そのあり方
そのものを再設計する。プラスチックごみを土産物へと変える
ことで、私たちは消費を責任と結び直し、観光客を循環型シス
テムの一部にしていく。

プラスチックは用途が極めて広く、私たちの日常生活におい
て必要不可欠な要素となっている。サーモプラスチックやサー
モセットなどに由来するプラスチックごみは容易には分解され
ず、一次的な環境汚染を引き起こしながら大量に蓄積するおそ
れがある（Damayanti et al., 2022）。東南アジア諸国では、不
適切に管理されたプラスチックが年間150万トン以上発生して
いる。マレーシア、タイ、ベトナム、フィリピン、インドネシ
アは、不適切に管理されたプラスチックの発生量が最も多い国
の上位10か国に含まれている（Ng et al., 2023）。日本では、
1 人当たりのプラスチック消費量が他国よりも多い（Hoshika 

& Saito, 2020）。私たちのモデルが実際にどのように機能し得
るかを示すため、東京でも特に多くの人が訪れる地区の一つで

ある渋谷を事例として取り上げる。2025年に渋谷区が、渋谷、
甲州街道、原宿、恵比寿、代々木におけるごみの量と種類を分
析した調査によれば、渋谷では、たばこ関連ごみやプラスチッ
ク包装などのごみの量が最も多かった（Shibuya City, 2025）。
さらに渋谷では、路上飲酒や故意のポイ捨てへの対策のため
に、毎年多額の予算が投じられている。区長は、2025年12月
18日に行われたインタビューにおいて、オーバーツーリズム
に対するより広範な対策が必要であると述べている（The 

Nikkei, 2025）。こうした諸課題を踏まえ、一般財団法人渋谷区
観光協会は「Sustainable Shibuya Project」を立ち上げ、観光
客の混雑やマナー違反を踏まえた新たな観光のあり方を提示し
ている。同協会は、地域経済に貢献し、地域住民の暮らしを守
る新しい観光のあり方を後押しすることを目指している（一般
財団法人渋谷区観光協会 , 2023）。これらの点を踏まえると、
渋谷は、オーバーツーリズムやごみ問題に対応する持続可能な
取り組みを進めているという点で、注目に値するといえる。

B.	�TASC から得た着想
フィリピンのオランゴ島を訪れた際、私たちはプラスチック

ごみがマングローブ生態系に直接廃棄され、野生生物を脅かす
とともに、環境意識の低さがもたらす結果を目の当たりにし
た。バセコ地区では、住民たちが非常に低い賃金で、手作業に
よるプラスチックごみの選別に従事している実態を、私たちは
目にした。彼らの仕事は、リサイクルの仕組みを支えていたに
もかかわらず、十分な評価も公正な対価も得られていなかっ
た。これらの経験を通じて、プラスチック危機は単なる環境問
題ではなく、責任と価値が不均等に配分されている社会的・経
済的問題でもあることが分かった。

一方、京都府亀岡市への訪問を通じて、環境に関する取り組
みは、日常生活に組み込まれ、地方自治体と民間企業の連携に
よって支えられるときに、持続可能なものとなり得ることが示
された。サステナビリティの取り組みには、経済的に成り立つ
ことに加え、社会的に人々を巻き込む力も必要であると私たち
は学んだ。

これらの学びに着想を得て、私たちは、地域で回収されたプ
ラスチックごみを、渋谷のような観光地を表現したキーホル
ダーなどの土産物へと生まれ変わらせることを提案する。再資
源化可能な原材料を域外へ搬出するのではなく、地域の中で付

Ⅰ

TraSure
（Trash to Treasure：ごみから宝物へ）

Blue Wave

Fauzan Abdullah Azzam
皿井 楓

Then Min Han 
Thanawit Karnjanapinyoying
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加価値を生み出すことにより、このモデルは、不適切に管理さ
れるごみを減らすとともに、より公正な経済的利益を生み出
し、廃棄物処理に従事する人々の尊厳を回復する。

C.	�2050年に向けたビジョン
1 ．ごみを生まない観光

　  主要な観光地のすべてが「Trash to Treasure（TtT）」に
参加し、ごみを最大限に活用しながら、環境に配慮した
観光商品を生み出している。

　  プラスチックごみが同一都市内で回収・選別・アップサ
イクルされ、その利益が都市そのものに還元されてい
る。

2 ．ごみ問題に対する意識向上
　  人々が、TraSure の提供する環境活動を通じて環境意識

を高めるとともに、私たちのごみのアップサイクル工程
にも参加している。

　  観光客は、「If you buy our product, you save the world

（私たちの商品を買うことが、世界を救うことにつなが
る）」という私たちの主要キャンペーンに共感し、より
環境に優しい土産物を選ぶようになっている。

アクションプラン

A.	�TraSure & Trash to Treasure（TtT）
世界各地の社会において、さまざまな環境キャンペーンが展

開されている。その多くは、地域住民の自発的な参加を促し、
地域の清掃活動や環境配慮型のプロジェクトの推進につなげる
ことを目的としている。だが、いくつかのキャンペーンでは社
会に持続的な変化が生まれにくく、プロジェクト終了後には、
地域住民の環境問題やキャンペーンの目的に対する関心も薄れ
てしまうことが分かった。そこで私たちは、従来とは異なる方
法を模索し、「Trash to Treasure」（図1）を考案した。

Trash to Treasure とは、私たちの団体「TraSure」が立ち上
げる本構想の中核を成すキャンペーンである。私たちはこの
キャンペーンを通じて、地域住民と観光客の双方に対し、特定

の地域におけるプラスチックの過剰消費が引き起こす環境問題
への意識を高め、行動を促したいと考えている。

TtT は、開始フェーズと拡大フェーズ（表1）という 2 つの
主要段階を設け、広範な地域で展開することを予定している。
開始フェーズの対象都市は、TraSure チームメンバーの出身国
であるインドネシア、日本、マレーシア、タイ、ベトナムを基
に選定している。これらの国々には毎年非常に多くの観光客が
訪れ、その結果、大量のプラスチックごみが発生している。だ
からこそ、私たちはまず、これらの国の観光都市で当該プロ
ジェクトを開始することを目指している。立ち上げフェーズで
開始されたプロジェクトが安定し次第、拡張フェーズを順次展
開していく予定である。

当該プロジェクトは、まず私たちの小規模なチームが広報活
動を通じて対外的な働きかけを行うことから始まる。私たちは
NGO として、以下のような方法で当該プロジェクトを展開し
ていく：

1 . 地域住民向け環境活動の推進
これは、表1に示した最初の対象都市、主として観光都市に

暮らす地域住民を巻き込み、それぞれの都市で生じているプラ
スチックごみの問題に焦点を当てるキャンペーンである。本
キャンペーンの活動例として、以下のようなものが挙げられ
る：

 大規模清掃活動：地域住民はボランティアとして応募し、
私たちとともに都市の複数の場所でプラスチックごみを回
収する「シティープロテクター」として本プロジェクトに
参加できる。参加者には、回収したごみの重量に応じて報
酬が支払われる。
 家庭内分別：地域住民は会員登録を行うことでごみ分別用
バッグを受け取り、家庭内でプラスチックごみを分別した
うえで私たちのもとへ持参することができる。再資源化可
能なプラスチックごみを分別して持ち込んだ場合には、報
酬が支払われる。

2 . 学校および教育機関との連携
TraSure は一過性のプロジェクトではなく、次世代の環境意

識を育むことも目指している。当該プロジェクトは、対象都市

Ⅱ

表1．TraSure プロジェクトの対象都市

フェーズ
対象都市

開始時期
国 都市名

開始フェーズ

タイ バンコク 2026年後半

マレーシア ペナン 2026年後半

ベトナム ハノイ 2026年後半

インドネシア ジャカルタ、バリ 2026年後半

日本 東京、大阪 2026年後半

拡大フェーズ ASEAN すべての観光都市 2028年

図1．TraSureロゴ
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の小学校、高等学校、各種教育機関、大学と連携し、生徒・学
生が廃棄物管理に参加できる課外活動を創出するとともに、参
加者一人ひとりにプラスチックごみに関する意識を育むことを
目指している。

地域住民から集めたプラスチックごみはすべて、その後アッ
プサイクルし、さまざまな種類の土産物として新たな製品へと
生まれ変わらせる。

B.	�アップサイクルの工程
使用済みプラスチックを地域を象徴する新たな土産物へと

アップサイクルすることは、循環経済の強化に向けた重要な戦
略である（Yoshida et al., 2026）。アップサイクルとは、廃材
やごみを、元の形態よりも高い価値を持つ製品、いわば「宝
物」へと変えていく一連の工程を指す（Boonpracha et al., 

2024）。この工程は、ビーチや市街地、文化的ランドマークな
どの観光地に捨てられたプラスチックごみを、観光客による廃
棄 物 と し て 回 収 す る こ と か ら 始 ま る（Abdulkadir et al., 

2025）。次に、回収したプラスチックは、加工時の品質をより
高めるため、種類ごとに分別される（Alaghemandi, 2024）。
分別後、プラスチックは汚染物質を取り除くために洗浄され
る。

洗浄されたプラスチックは、その後、機械的に細かなフレー
ク状に破砕され、さらに溶融されたうえで、地域文化や象徴的
なシンボル、ランドマークを反映した形に成形される（Al-

Salem et al., 2009）。さらに、見た目の美しさを高めるため、
成形された製品には研磨や彩色が施され、視覚的にも魅力ある
ものに仕上げられる（Singh et al., 2017）。最後に、「TraSure」
公 式 ウ ェ ブ サ イ ト に リ ン ク す る QR コ ー ド 機 能 付 き の

「TraSure」タグを、環境保護ラベルとして取り付ける。このラ
ベルは、サステナビリティに関するメッセージを利用者に直接
伝えることで、地球規模の環境意識を広げる有効な媒体として
機能する（Van der Velden et al., 2014）。

このアップサイクルの手法（図2）は、ごみから作られた単
なる土産物を、サステナビリティを象徴する世界的なシンボル
へと変える。観光客は多様な文化的・国民的背景を持つため、
再生素材の土産物がそれぞれの母国へ持ち帰られることで、サ
ステナビリティに関するメッセージは、より広い世界の人々へ
と届くことになる。添付されるエコラベルには、簡潔な環境
メッセージが記載され、土産物の製造を通じて削減されたプラ
スチックごみの量が示される場合もある。これにより、再生製
品を購入することの前向きな環境効果が可視化される。自らの
行動による具体的な効果が示されることで、消費者は、自身が
プラスチックごみ削減の取り組みに貢献していることを、より
強く意識するようになる。さらに、QR コードは英語とその地
域の現地語の両方に対応した公式ウェブサイトへとつながって
おり、地域を越えて明確な理解を促す。

C.	�期待される成果
この取り組みを通じて、TraSure は、国連の持続可能な開発

目標（SDGs）に沿った、拡張可能なインパクトの創出を目指
している。私たちの取り組みは、環境面での変化と責任ある消
費を促進するよう設計されており、とりわけ以下に焦点を当て
ている：

 SDG 11（住み続けられるまちづくりを）：ワークショッ
プ、イベント、能力強化を通じて包摂的かつ持続可能な
取り組みを推進し、地域のリサイクル能力を強化する。
 SDG 12（つくる責任つかう責任）：効率的な資源管理と
ごみ削減戦略を通じてプラスチックごみの負荷を減ら
し、協働的なアプローチによって地域住民と観光客の双
方を力づける。
 SDG 15（陸の豊かさも守ろう）：地域の遺産や観光資源
の保全を確かなものとするため、衛生的な環境を保護し、
回復する。

したがって、本取り組みは、観光客によって生じたプラスチッ
クごみの管理に重点を置き、地域社会がそれを再資源化して持
続可能な観光土産へと転換できるよう支援することで、以下の
目標の達成を目指している：

1 . 環境意識の高い観光客
当該プロジェクトは、リサイクルされた廃棄物を用いて作ら

れた環境に優しいお土産の購入を観光客に促すことで、環境配
慮行動の変容を後押しする。Paul and Roy（2023）の概念的
枠組みによれば、ある場所に対する情緒的な関わりは、生態学
的フットプリントを最小化し、その土地らしさへの理解や評価
を高めうるとされている。当該取り組みは、この考え方を踏ま
え、観光客と訪問先との間に同様のつながりを育むことを目指
している。観光客は、その場所で生じた廃棄物から作られた土
産物を購入することで、単に商品を買うだけでなく、保全とサ
ステナビリティの物語に参加することにもなる（Wu et al., 

2020）。来訪者とその場所の環境的健全性との間に生まれるこ
の具体的なつながりは、土産物を個人の責任の象徴へと変え
る。そして、そのことが来訪者の関与を促し、環境意識と行動
を高め、持続可能な消費習慣の定着を後押しする。

2 . 地域主導の廃棄物管理と MSME の統合
当該プロジェクトは、地域の関係者との戦略的な連携を通じ

て、零細・小規模・中規模企業（MSMEs）を直接的に下支え

資源回収 分別 洗浄 破砕

環境保護
ラベル 研磨／彩色 成形 溶融

図2． プラスチックごみを地域を代表する土産物へと変える
アップサイクル工程のフローチャート
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することを目的とした、地域運営型の廃棄物バンクを構築する
（Utomo et al., 2025;Rai Utama et al., 2025）。実施に当たって
は、体系化された 3 段階のアプローチを採用する：

 関係者との協議：このプロセスは、地域の代表者や行政機
関とのハイレベル協議および「企画提案」の場から始ま
り、当該活動の目的を地域の政策や実情に整合させる。
 ニーズの評価：地域のプラスチックごみ問題に関する具体
的なデータを収集するため、包括的なベースライン調査を
実施し、その後の戦略がデータに基づき、地域の文脈に即
したものとなるようにする。
 包摂的な能力強化：次に、地域社会に対して技術的知見と
廃棄物処理の技能を提供することで、地域住民の参画を確
かなものにする。

こうした能力が包摂的で、あらゆる属性の人々にとって利用
可能なものとなることで、当該プロジェクトは、外部からの介
入を地域内部のエンパワーメントへと転換させていく。さら
に、専門的なワークショップ、マーケティング支援、重点的な
資金提供を通じて行われる追加支援は、地域における当事者意
識を育む。その結果、この参加型の枠組みは、より清潔な生活
環境を確保するだけでなく、地域社会の長期的な社会経済的レ
ジリエンスも支えることになる（Utomo et al., 2025; Saavedra 

et al., 2018）。

3 . 収益性の高い循環型経済
当該プロジェクトは、地域で廃棄された素材を高付加価値の

工芸品へとアップサイクルするクローズドループ型システムを
導入することで、収益性の高い循環型経済を構築する。この文
脈において、循環型経済とは、「製品寿命の終わり」という考
え方に代わる再生型のシステムを指し、生産、流通、消費の各
段階において、削減・再使用・再資源化の活動を含むものであ
る（Lacy & Rutqvist, 2016）。キーホルダーのような再生品を
高付加価値の土産物へと高めるため、当該プロジェクトでは、
素材の固有の由来を際立たせる「エコラグジュアリー」な工芸
性と限定版デザインを重視する。このモデルによって期待され
る具体的な成果の一つは、地域の所得源の多様化である。例え
ば、地域住民に対し、プラスチックごみを地域の遺産をテーマ
とした特産品へと転換する技能を身につけてもらうことで、当
該プロジェクトは、自然資源を枯渇させることなく、環境上の
負担を経済的資産へと変える専門的なグリーン雇用を創出する

（Utomo et al., 2025; Utama et al., 2025）。

D.	�エコシステムマップ
エコシステムマップ（図3）とは、システム内における主要

なステークホルダー、相互関係、ならびに資源・情報・価値の
流 れ を 示 す 視 覚 的 な 表 現 で あ る（Interaction Design 

Foundation, 2021）。これは、プロジェクト環境の中で、さま
ざまな主体がどのように相互作用し、互いに影響を及ぼし合う
のかを明確にするのに役立つ。TraSure の取り組みにおいて、

エコシステムマップは、各実施段階を詳述する前に、ステーク
ホルダーの役割、マテリアルフロー（廃棄物の回収から製品流
通まで）、および潜在的なレバレッジポイントやボトルネック
を特定するための分析ツールとして機能する。

ステージ 1 ：回収
 　国内外の観光客および地域住民によって生じたプラスチッ
クごみ（特に PET ボトルおよび HDPE 容器）を、渋谷区で
回収する。渋谷が Trash to Treasure（TtT）イニシアティブ
の実証地域として選定されたのは、来訪者が非常に多く、商
業活動が密集しており、さらにオーバーツーリズムに伴うご
み問題が継続的な課題となっているためである（Sekarani & 

Widiandari, 2022）。地方自治体は、リサイクル用ボックス
などの回収インフラを整備し、定期的な清掃活動や回収キャ
ンペーンを実施することで、この段階を支援する。参加を促
すため、ささやかな金銭的インセンティブが提供される。こ
れは、先行研究において、経済的報酬が家庭や地域における
リサイクル行動に肯定的な影響を与え得ることが示されてい
るためである（Okon Recycling, 2025）。

ステージ 2 ：分別
 　回収されたプラスチックは、地域の作業場または指定の分

図3． 「Trash to Treasure」（TtT）イニシアティブのエコシス
テムマップ
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別施設へ運ばれる。そこで、生徒や若年のボランティアが、
ごみを材質ごとに分別する（例えば、PET ボトル、HDPE 容
器、および類似のサーモプラスチックなど）。ポリエチレン

（PE）や PET のようなサーモプラスチック材料は、溶融して
新たな製品へと再成形することができる。生徒をこの分別工
程に参加させることで、当該プログラムはそれを環境意識を
高める実践的な学習活動へと転換している。この教育的関与
はまた、適切に分別された高品質のプラスチックだけがアッ
プサイクル工程へ進むことを確かなものとし、その結果、処
理効率と最終製品の品質向上にもつながる。

ステージ 3 ：アップサイクル
 　地域のアップサイクル拠点では、分別されたプラスチック
を十分に洗浄し、機械的に処理する。破砕、溶融、成形のた
めの設備を用いて、廃棄されたプラスチックは新たな製品へ
と生まれ変わる。例えば、リサイクルされた PET ボトルは、
溶融および再成形を経て、家庭用品や土産物といった実用品
または装飾品に生まれ変わり、廃棄物の創造的再利用を示す
ことができる。地元の職人やソーシャル・エンタープライズ
は、こうした製品の設計において若い参加者と協働すること
が多く、かつてはポイ捨てされたものから価値ある新製品を
生み出せることを示している。

ステージ 4 ：教育と参加促進
 　教育と地域社会の参加促進は、TtT エコシステム全体を支
える基盤となっている。地方自治体、学校、地域団体、
NGO が連携し、適切なごみ分別とアップサイクルを促進す
るワークショップ、展示、公開イベントを実施する。重要な
のは、国際的な来訪者が地域のごみ処理ルールを理解できる
よう、多言語による周知活動が行われる点である。また、若
い参加者は、学んだ実践を各家庭や地域社会の中で広めてい
く（Chen, 2025）。

ステージ 5 ：製品流通
 　アップサイクル製品は、地元の小売店や観光向け販売拠点
を通じて流通する。観光客は環境に配慮した土産物を購入
し、その売上が当該プログラムの継続を支える収益となる。
製品が地域外へ持ち出される可能性があるため、資源循環は
完全には閉じていないものの、これらの製品に組み込まれた
環境価値は、当該プロジェクトの影響を世界へと広げていく

（Japan-Property, 2023）。

考察

A.	�課題
アクションプランの設計および提案された実施内容を通じ

て、いくつかの課題が明らかになった。主な課題の一つは、プ

ラスチックごみの品質と汚染である。観光客によって捨てられ
たプラスチックには、食品残渣や再資源化できない素材が混在
していることが多く、そのため分別や洗浄の工程がいっそう複
雑になり、より多くの労力と費用を要する。この課題の背景に
は、異なる文化的背景や環境意識を持つ観光客の間で、ごみの
分別行動にばらつきがあることが考えられる（Hu et al., 2024）。

さらに、アップサイクル工程に必要なプラスチック原料を安
定的に確保し、生産および「Trash to Treasure」全体のサプラ
イチェーンを維持するためには、地域社会の関与と長期的な参
加を確保することが重要な課題である。金銭的インセンティブ
や課外活動は、一部の地域住民や生徒の参加を引きつけること
で、プラスチック回収量の不足をある程度緩和し得るものの、
長期的な関与を維持するためには、プラスチックごみを負担で
はなく共有された責任として捉えるよう、地域社会の認識を転
換していく必要がある（Yoshida et al., 2025）。

加えて、技術的な制約も障壁となる。とりわけ東南アジア地
域では技術の高度化が十分でないため、プラスチックのアップ
サイクルに通常必要とされる高品質な生産のための先進的な機
械設備や専門技術を活用しにくく、土産物への転換工程が制約
を受ける。近赤外分光法（NIR）や摩擦帯電選別（TBS）、摩擦
静電分離といった高度な選別技術は、プラスチックを迅速かつ
正確に分離することを可能にするが、こうした技術は一部の開
発の遅れた地域では導入しにくい場合が多く、そのことがアッ
プ サ イ ク ル 工 程 の 拡 張 性 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る

（Alaghemandi, 2024）。

B.	�今後の計画
運営上の課題に対応するため、「Trash to Treasure」では、持

ち込み拠点における標準化された分別と洗浄を通じて、投入さ
れるプラスチックの品質と回収の信頼性を高め、汚染を減らす
とともに、後続工程の処理効率を向上させていく（Hopewell, 

Dvorak, & Kosior, 2009）。参加の安定化は、ささやかなインセ
ンティブと、学校および地域社会が継続的に主導するワーク
ショップを組み合わせることで図られる。というのも、長期的
な廃棄物対策は、地域の制度や社会的ネットワークに組み込ま
れたときに、より持続しやすくなるからである（Iyer, 2001）。
これと並行して、当該プロジェクトは、製作に関する専門知識
や適切な機械設備を活用するため、大学、ソーシャル・エン
タープライズ、民間企業との連携を進める。これは、処理能力
の制約によって、再生プラスチックの活用がしばしば低付加価
値の用途にとどまってしまうことを踏まえたものである

（Almack, 2017）。
渋谷以外へと展開を広げるに当たり、このモデルは、地域ご

とのごみの実態、観光の傾向、利用可能なインフラに応じて、
回収物流、製品設計、コミュニケーションのあり方を調整する
ことで、ASEAN 各地の文脈に適応させていく。この地域的な
方向性は、プラスチック流出の削減、回収体制の強化、再生資
源からの価値創出の拡大という ASEAN の優先課題とも整合し

Ⅲ
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ている（ASEAN Secretariat, 2021）。サステナビリティを確保
するため、「Trash to Treasure」は、地方自治体や小売事業者と
連携したマルチステークホルダー型のガバナンスを制度化する
とともに、アップサイクル教育を若者向けプログラムへ段階的
に組み込み、訓練を受けたボランティアと地域の賛同を継続的
に確保していく（Almack, 2017）。

結論

長年にわたり、観光部門が生み出すプラスチックごみの問題
は、環境悪化、社会的公正、都市ガバナンスが交差する複雑な
課題をもたらしてきた。Trash to Treasure（TtT）イニシアティ
ブの構築を通じて、当該プロジェクトは、渋谷のような観光客
の多い都市部におけるプラスチック汚染に対しては、地域社会
の参加、経済的インセンティブ、教育、持続可能な設計を結び
つける学際的なアプローチが必要であることを示している。
ASEAN 諸国および日本における綿密な観察と比較検討を踏ま
え、当該プロジェクトは、プラスチックごみを単なる環境負荷
としてではなく、循環型経済の原則によって新たな価値を与え
得る資源として捉えている。

プラスチックごみを地域で製作される土産物へと転換するこ
とで、Trash to Treasure は廃棄物管理と観光を結びつけ、観光
客が受動的な関与者から持続可能性の実践に積極的に参加する
主体へと移行することを可能にする。同時に、この取り組み
は、廃棄物管理のエコシステムの中に環境教育、技能開発、経
済的価値を組み込むことで、地域社会の自立を促進している。
提案されたアップサイクル工程とエコシステム・モデルは、行
政、地域社会、個人の協働が、環境的価値と社会経済的価値の
双方を持続させる仕組みをいかに生み出し得るかを示してい
る。

ごみの品質、技術力、地域社会の継続的な関与に関する課題
は依然として残るものの、当該プロジェクトは、ASEAN 地域
全体における適応と展開拡大に向けた実現可能な道筋を示して
いる。Trash to Treasure は、都市観光のシステムの中で、ごみ
削減、地域社会の参加、価値創出を統合する実践的なモデルを
提示している。2050年を見据え、このイニシアティブは、プ
ラスチックごみが地域で管理され、意味のある製品へと転換さ
れ、より持続可能で包摂的な都市環境の一部として日常的な観
光実践の中に組み込まれている観光地を支えていくことを目指
している。
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はじめに・背景

2020年には、約5,200万トンのマイクロプラスチック廃棄物
が、管理されたシステムから、管理の及ばない環境（土地、水
域、野焼きなど）へと流出した。さらに、約2,200万トンが未
焼却の残骸として環境中に残り、河川や海へ移動するおそれが
ある状態にあった（Cottom et al., 2024）。この憂慮すべき数
値は、若者主導の取り組み、とりわけ協働的かつプロジェクト
ベースのアプローチが急務であることを示している。フィリピ
ンで実施されたフィールドトリップや講義を通じて、Manibu 

Warashi チームは重要な示唆を得た。すなわち、 8 ～12歳の子
どもは理想的な対象層であるということである。環境プログラ
ムの実施後、年少の子どもたちは、年長の生徒よりも態度の変
化が大きいことが多く、長期的な価値観や規範を形成するうえ
で、とりわけ反応しやすい集団であることが示唆されているた
めである（Lamanauskas, 2023; Liefländer & Bogner, 2014）。
さらに、フィリピンのバランガイ（最小行政単位）、とりわけ
マニラのバランガイは、教育者の支援を伴う環境教育ツールを
導入する場として極めて適している。バランガイは、地域社会
に向けた政府のビジョン、事業、施策を実施する最前線の主体
であるため、バランガイの機能強化は、より強靭でレジリエン
トな地域社会の形成につながり得る（Bautista, 2015）。

ASEANおよび日本訪問を通じて
得た知見

フィリピンでの現地訪問において、プロジェクトチームは、
プラスチックごみ汚染の憂慮すべき規模と、それに対処するた
めのさまざまな取り組みを目の当たりにした。官民連携と先進
技術は、プラスチックごみをレンガなどの副産物へ転換し、循
環型経済を促進するうえで重要な役割を果たしていた。地域レ
ベルでは、バランガイの住民たちが、プラスチックごみをバッ
グや財布などの実用品へと変えるアップサイクルの取り組みを
組織することで、そのレジリエンスと適応力を示していた。

しかし、こうした有望な取り組みにもかかわらず、プラス
チックごみは依然として憂慮すべき速度で蓄積し続けている。

これは、技術革新や地域に根ざした取り組みだけでは、問題の
根本原因に対処するには不十分であることを示している。不適
切な廃棄物管理の慣行が続いていることは、環境意識、態度、
そして長期的な行動変容に関わる、より深い問題の存在を示し
ている。

これらの観察を通じて、Manibu Warashi チームは、こうし
たギャップを埋めるうえで、若者主導の取り組み、特に環境教
育を中心とする取り組みが不可欠であると認識した。環境リテ
ラシーを高め、責任ある習慣を幼少期から育むことによって、
教育は、長期的にプラスチックごみを削減するための予防的か
つ持続可能なアプローチとなり得る。

さらに、日本は、国民の高い規律意識と政府の支援の双方に
よって支えられる、効果的な廃棄物管理のモデルを示してい
た。日本では、公共のごみ箱が限られていることや文化的習慣
から、市民が自らのごみを持ち帰ることが日常的に行われてお
り、同時に、分別システムにより、ごみは区分ごとに一貫して
分別されている。日本の廃棄物管理における成功は、市民参加
に支えられた体系的アプローチの有効性を示している。

さらに、当初のアイデアは、東京、京都、大阪、奈良の 4

地域における日本訪問中に得た専門家からのフィードバックを
通じて形づくられた。これらの観察は Manibu エコクエストの
設計に直接的な影響を与え、持続可能な変化には早期の環境教
育が必要であることを強調している。さまざまな教育手法の中
で、私たちがあえてボードゲームを採用したのは、幼い段階か
らボードゲームを通じて環境問題を導入することにより、対面
でのやり取り、議論、協働的な意思決定を促すためである。こ
うした要素は、子どもたちの社会的責任感や集団的な環境意識
を育むうえで不可欠である。アナログのボードゲームは、デジ
タルゲームと異なり、電力、インターネット接続、個人用端末
を必要としないため、学校やバランガイの地域社会にとって
も、より利用しやすく適応しやすい。

このインタラクティブで魅力ある形式を通じて、当該プロ
ジェクトは、環境への意識、責任感、持続可能な習慣を育み、
環境意識が高く、ごみに関わる課題に取り組む準備ができた未
来世代の形成を目指している。

Ⅰ

Ⅱ

Manibu のエコクエスト
カードをめくって世界を変えよう（これやりたい！）
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プロジェクト概要：� �
MANIBU WARASHI

Manibu のエコクエストは、環境意識を子どもたちにとって
魅力的な冒険へと変えることを目的に設計された、革新的な教
育用ボードゲームである。調和と守護を象徴する日本の精霊

「座敷童子」に着想を得て、このゲームには、プレイヤーを自
然の守り手へと導くヒーローマスコット「Manibu」が登場す
る。（図1）

Manibu Warashi の有効性は、従来型の指導から遊びを通じ
た学習へと発想を転換している点にある。このゲームは、罪悪
感を抱かせたり退屈な講義に頼ったりするのではなく、没入感
のあるストーリーテリングとゲームの仕組みを通じて、持続可
能性をわくわくするものとして伝える。80マスにわたる旅の
中で、プレイヤーは、単純な善悪の二項対立ではなく、意味の
あるトレードオフを伴う現実的な場面に出会う。例えば買い物
の場面では、プレイヤーは自分がリユース可能なトートバッグ
を忘れたことに気づくかもしれない。その場合、プラスチック
袋を受け取って Waste Points（廃棄物ポイント）を獲得する代
わりに限られた資源を温存するか、あるいは Eco Coins（エ
コ・コイン）を使って持続可能な代替手段を得るかを選ぶこと
になる。

このゲームは、子どもたちが地球を守ることを面倒な義務で
はなく、皆で勝ち取る達成として捉えられるようにする。（図
2）

ゲームのコンセプトとデザイン

子ども時代から大人になるまで人生をたどって盤面を進んで
いく人生ゲームに着想を得て、Manibu Warashi: EcoQuest（マ
ニブ ワラシ：エコクエスト）では、日々の選択と個人の成長
を表す80のマスをプレイヤーが進んでいく。一方で、このゲー
ムでは、富や職業上の地位によって成功を測るのではなく、責
任ある意思決定、環境意識、そして集団的な影響力を軸に達成
を捉え直している。これによりプレイヤーは、日々の小さな行
動が、より大きな環境上の成果にどのようにつながるのかを考
えるよう促される。

ボードは、年少のプレイヤーにも追いやすい、分かりやすく
直線的な道筋として設計されている。ボード上の異なるゾーン
は、家庭、学校、地域社会、自然空間といった現実世界の環境
を表している。エコアイコン、色分けされたマス、シンプルな
イラストといった視覚的要素により、プレイヤーは各ステージ
で求められる行動の種類を素早く理解できる（図3）。ボード、
トークン、カード、マニュアルブック、サイコロの制作に再生
素材を用いることで、このゲームの持続可能性に関するメッ
セージはいっそう強化されると同時に、学校や地域社会で活用
しやすい価格での製作も可能となる。

学習目標は、ゲームの仕組みそのものに直接組み込まれてい
る。プレイヤーは、プラスチック使用の削減などの望ましい行
動によって Eco Coins を獲得し、有害な行動によって Waste 

Points が蓄積される。この仕組みにより、抽象的な環境への影
響が可視化され、理解しやすくなる。アクション・カード、エ
コ・ジレンマ、クイズ、ミニゲームは、プレイヤーに批判的に
考え、起こり得る結果について話し合うことを促す現実的な場
面を提示する。共有の課題やグループでの意思決定を含む協働
的な要素は、競争よりもチームワークを促進する。

遊び方

A.	�ボードゲームの構成要素
1 ．�80マスのゲームボード
2．�プレイヤー用のコマ

Ⅲ Ⅳ

Ⅴ

図1

図2

図3
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3 ．�複数種類のカードデッキ
　　a． Eco Choice Cards（エコチョイス・カード） ― 環境

上のトレードオフや結果を考える必要がある、現実
的な日常の選択（例：プラスチック袋かトートバッ
グか）を提示する。

　　b． Action Cards（アクション・カード） ― 能動的な参
加を通じて持続可能性の概念を強化する、短いミニ
チャレンジや簡単なクイズを提示する。

　　c． Duel Cards（デュエル・カード） ― 短時間の対戦型
チャレンジや環境知識バトルを通じて、仲間同士の
交流を促す。

　　d． Comfort Zone Cards（コンフォートゾーン・カー
ド） ― 前向きなエコフレンドリー行動を振り返る
よう促し、蓄積された Waste Points を減らせるよう
にする。

　　e． Themed Zone Cards（テーマゾーン・カード） ―
特定の環境テーマに焦点を当てた特別なチャレンジ
を提示し、追加ポイントを獲得する機会を提供する。

　　f． Power-Up Cards（パワーアップ・カード） ― プレイ
ヤーが後で使うために保持できる戦略的な利点を与
え、ゲームプレイに計画性の要素を加える。

　　g． Education Cards（学習・カード） ― 魅力ある学習
体験を保ちながら知識を強化するための、短いエコ
クイズを収録する。

4 ．�マニュアルブック
5．�折りたたみ式サイコロの展開図

B.	�遊び方
1 ．�準備：ボードを中央に置く。全員がコマを 1 つ選び、

Eco Coins 0 、Waste Points 0 の状態で Step 0 から始め
る。カードをよく切って、手の届くところに置く。

2 ．�移動：自分の番になったら、サイコロを振ってコマを
進める。

3 ．�行動：止まったマスの記号を確認し、それに対応する
カードを取る。

4 ．�判断：カードの指示に従う。現実に即した選択をした
り、ミニチャレンジをこなしたりする。よい選択をす
ると Eco Coins を獲得し、好ましくない選択をすると

Waste Points が加算される。
5 ．�勝敗：誰かが80マスへ到達した時点でゲームは終了す

る。Eco Coins から Waste Points を差し引き、最も得
点が高いプレイヤーの勝ちとなる。

他の教育ゲームとの比較

複数の教育用ボードゲームが、若いプレイヤーに価値観や意
識を教えることを目指している。例えば、プラのきもちは感情
理解と共感に焦点を当てており、印刷しやすく、シンプルな
ゲームプレイを通じて、子どもたちが感情や社会的相互作用に
ついて振り返るよう促している。同様に、Go Goals! は、 7 ～
11歳の子どもたちに国連の持続可能な開発目標を紹介し、貧
困、健康、教育といった地球規模の課題への意識を高めるため
に、幅広い目標ベースのアプローチを用いている。

Manibu Warashi: EcoQuest は、ゲーム内の問いを東南アジ
アの生活様式に結びつけることで、これらのゲームとは異な
る、より焦点の定まった地域密着型の学習体験を提供してい
る。Manibu Warashi: EcoQuest は、サステナビリティを一般
論として扱うのではなく、東南アジアの文脈において特に関係
の深いプラスチックごみと環境習慣に焦点を当てている。例え
ば、東南アジア諸国は赤道により近いため、西洋諸国と比べて
一般的に湿度が高い。そのため、そこで現実的に取り得る行動
のあり方にも、生活様式の違いが表れる。これにより、学習内
容はプレイヤーの日常生活により結びついたものになる。ま
た、この人生の旅のような構造によって、プレイヤーは日々の
小さな選択が時間とともにどのように積み重なっていくかを理
解でき、長期的な思考と責任感が強化される。

Manibu Warashi: EcoQuest のもう一つの大きな特長は、協
力型であると同時に競争性も備えたゲームプレイにある。多く
の教育ゲームが個人の進歩を重視するのに対し、Manibu 

Warashi: EcoQuest は、共有の課題や共同の成果を通じてチー
ムワークを促し、現実世界における環境問題の解決のあり方を
反映している。さらに、Eco Coins と Waste Points の仕組み
は、即時に目に見えるフィードバックを与えることで、プレイ
ヤーが行動と結果の結びつきを明確に理解できるようにすると
同時に、競争の要素も感じられるようにしている。再生素材を
用いて設計され、大量生産にも適しているエコクエストは、教
室や地域社会での展開に適している。総じてエコクエストは、
地域に根ざした環境教育、協働的な学び、そして振り返りを促
すゲームプレイを組み合わせ、特にプレティーン層に合わせて
設計された形式を採っている点で際立っている。

Ⅵ

図4
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アクションプランとロードマップ

A.	�学校における導入
1． 短期（立ち上げ・研修）：10～15校を対象に導入し、

300～600人の児童（3～ 6 年生）への実施を目指す。ま
ず Game Mechanic Training（ゲームデザイン講座）か
ら開始し、教員やスタッフが児童向けセッションを進
行する前に、先にゲームを体験してルールを十分に理
解する。

2． 中期（実施・フィードバック）：11週間にわたり、 5 ～
6 人のグループに分かれた児童を対象に、90分のセッ
ションを実施する。各セッションには、45分間のゲー
ムプレイ（2～ 3 ラウンド）、ファシリテーターによる
観察、そして振り返りの話し合いを含める。毎週の評
価と小さな達成報酬により、参加意欲と継続的な改善
を支える。

3． 長期（持続可能性・拡大）：児童の参加状況と環境理解
を通じて成果を測定する。成果が良好であれば、教材
の品質と安全基準を高い水準で維持しながら、新たな
地域へ展開を広げる（図5）

B.	�地域における導入
当該プロジェクトは、ボードゲーム体験イベントを通じて、

より多くの人々へこのボードゲームを広げるため、地域社会に
焦点を当てている。その目的は、子どもたちのプラスチックご
みに関する意識と知識を広げること、そして当該ボードゲーム
を通じて日常行動の変化を促すことである。当該プロジェクト
では、環境問題、プラスチックごみ、教育に関わる団体に加
え、地域組織（フィリピンのバランガイなど）との連携を想定
している。
1 ．�事前段階：まず、州ごとにいくつかの団体を特定し、

電子メールや文書を通じて直接連絡を取り、当該ゲー
ムの説明と配布を行うことから始める。その後、私た
ちと協力者がイベントの詳細を策定する。さらに、若
者の参加を促すため、大学生および高校生からボラン
ティアを募集する計画である。

2 ．�実施中のイベント：会場としては、公的施設や学校を

想定している。イベントでは、子どもたちは少人数の
グループ（ボード 1 台につき 4 ～ 6 人）に分かれ、協
力者であるファシリテーターとともにボードゲームを
行う。

3 ．�事後段階：イベント終了後、参加者と協力者が質問票
を用いてイベントおよびボードゲームを評価し、その
結果を踏まえてボードゲームを改善する。

もう一つの計画として、地域活性化の中心的取り組みとし
て、教育部門および環境部門の長や責任者を対象としたワーク
ショップを開催する。その目的は、ボードゲームを活用しなが
ら、法制度、政策、知識の普及を促進することである。この
ワークショップを通じて、広範なコミュニケーションの促進が
図られる。

期待される成果

A. 短期的成果
子どもたちの環境問題に対する意識向上
 以下に示すとおり、このボードゲームには 7 種類のカード
があり、多様な要素が組み込まれている。そのため、子ども
たちは楽しみながら、プラスチックごみや環境の現状につい
て学び、課題について自分自身で考えることができる。
　 1． Eco Choice Cards ― 子どもたちは、エコフレンド

リーな選択肢について知ることができる
　 2． Action Cards ― 子どもたちは日常生活を振り返り、

いくつかの助言を得ることができる
　 3． Education Cards ― これらのカードは、事実に基づく

情報を提供する
　 4． Duel Cards ― これらのカードは、プラスチックごみ

に関するクイズを提示する
　 5． Comfort Zones ― これらのカードは、この問題につ

いて話し合い、共有することを促す
　 6． Power-Ups ― これらのカードの一部は、この問題に

ついて考えるための分かりやすい手がかりを与える
　 7． Themed Zones ― これらのカードは、日常の行動や

取り組み方について考えることを促す

B. 中間的成果
ボードゲームの活用を広げていく
　 1． 家族 ― 子どもたちは、ボードゲームをプレイした

後、家族とその内容について話し合うようになる。
日常的にエコフレンドリーな行動へと変えていくた
めには、家族の理解と協力が必要である。

　 2． 教員 ― 教員によってボードゲームを用いた授業が実
施される。これにより、学校でプラスチックごみに
関連する新たな授業やプロジェクトへとつながる可
能性がある。

Ⅶ

Ⅷ

図5
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　 3． 協力者 ― 地域でボードゲーム体験イベントを実施す
る（NGO のメンバー、地域団体のメンバー、高校
生、大学生など）。

C. 長期的成果
さまざまな分野における変化
 　プラスチックごみや教育に関わる新たな法律、規則、制度
など。

評価方法

評価は、ゲームプレイのセッション（授業またはイベント）
に参加する子どもたちを対象とした質問票によって行う。子ど
もたちは、セッションの前に、プラスチックごみに関するいく
つかの質問およびクイズに回答する。また、セッション後に
は、同じクイズに加え、再びプレイしたいかどうか、そして

ボードゲームまたはイベントに対する感想についてのアンケー
トも実施する。クイズの設問例としては、「 3 R とは何ですか」

「プラスチックの大半は何から作られていますか」「2050年に
はプラスチックの量が魚の量を上回ると予測されています。こ
れは正しいですか」といったものがあり、解答はボードゲーム
の解答集に含まれている。セッション前の質問票を実施するこ
とは、子どもたちの期待や事前知識を把握するうえで有用であ
る。また、セッション後の質問票によって、理解度、参加度、
楽しさを把握する。さらに、協力者（教員、団体スタッフ、学
生ボランティア）に対しても、ボードゲームおよびイベントを
評価してもらうための質問票を用意する。その目的は、多様な
視点からフィードバックを得ることである。内容は、ゲーム自
体に関することとイベントに関することである。これにより、
子どもたちの行動についてのフィードバックも得られる。重要
な点は、このボードゲームが子どもたちにとって有効であるか
どうかである。（図6&7）
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図6

対象層 評価時期 評価方法 主要指標／設問 評価目的

子どもたち セッション前 アンケート
およびクイズ

プラスチックごみに関する事前知識（例：「 3 R
とは何か」「プラスチックの大部分は何から作ら
れているか」「2050年におけるプラスチックと魚
の比率」など）および期待

子どもたちの期待を把握するととも
に、事前知識の基準値を確認する

子どもたち セッション後 アンケート
およびクイズ

クイズの定量的な結果（事前セッションと同一内
容）、再度プレイしたい意向、ボードゲームまた
はイベントに対する質的な感想、参加度、楽しさ

知識の定着度、参加度、楽しさを測定
し、ゲームの有効性を判断する

協力者（教員、団
体スタッフ、学生
ボランティア）

セッション後 アンケート ゲームおよびイベントに関する質的フィードバッ
ク、子どもたちの行動観察、ゲームの有効性に関
する認識

ボードゲームおよびイベントの実施状
況を評価するため、多角的な視点から
フィードバックを収集する

図7
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結論

結論として、Manibu のエコクエストは、複雑な持続可能性
の課題を、魅力的で身近に感じられる体験へと変えることに
よって、遊びを通じた学習が子どもたちの間に意義ある環境意
識をいかに育み得るかを示している。当該プロジェクトは、
フィリピンで得た学びを通じて、地域の課題と実績ある廃棄物
管理の文化とを結びつけ、それによって、早期教育、チーム
ワーク、責任感の重要性を、ボードゲームという手法を通じて
いっそう強調している。インタラクティブなゲームプレイを通
じて、子どもたちは、日々の選択が重要であること、そして集
団的な行動が現実の変化につながり得ることを学ぶ。こうした
若いプレイヤーが将来の意思決定者へと成長していく中で、エ
コクエストを通じて育まれた習慣や価値観は、2050年までに、
より平和でサステナブルな世界に寄与していく。エコクエスト
は、教育者にとって楽しく学びを教えるためのボードゲームを
提供するだけでなく、知識と子どもたちの学びとを結びつける
役割も果たしている。最終的に、当該プロジェクトは、持続可
能性は恐れや義務感によって実現されるのではなく、理解、協
力、共有された責任を通じて達成されるものであることを私た
ちに思い起こさせる。継続的な取り組みがあれば、Manibu の
エコクエストのような教育主導の取り組みは、人と地球とのよ
り均衡の取れた関係が実現可能であるという希望を示してい
る。
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はじめに

A.	�2050年に向けたビジョン
2050年までに、ASEAN 各地の若者が、資金や支援への明確

なアクセスを得ながら、地域に根ざしたプラスチックごみ対策
を主導している。環境への懸念は、若いリーダー、メンター、
そして測定可能な成果から成る自律的なネットワークを通じ
て、持続的な行動へと変わっていく。

EcoLeads は、試行段階を超えて反復・応用可能なモデルを
構築することで、このビジョンに貢献する。定期的なワーク
ショップの実施、伴走型のプロジェクト形成、利用しやすい資
金支援、そしてプラスチック削減量の明確な測定を通じて、こ
のプログラムは、若者の問題意識を着実で長期的な環境行動へ
とつなげていく。ASEAN 各地でより多くのコホートが育つに
つれ、プラスチックごみ削減に向けたそれぞれの地域の取り組
みが積み重なり、地域全体を2050年の目標へと徐々に近づけ
ていく。

B.	�研究の背景
ASEAN および日本全体において、プラスチック汚染は日常

生活における大きな問題となっている。プラスチックは河川を
流れ、海岸線に蓄積し、かつて地域社会を支えていた生態系の
中に沈着していく。この危機は、使い捨てプラスチックの消費
増加だけでなく、プラスチックの環境流出を許してしまう不均
衡な廃棄物管理システムによっても引き起こされている

（World Bank, 2022）。プラスチックは共有された水路や海を通
じて移動するため、ある場所で捨てられたものが、別の場所で
はしばしば負担となる。その結果、プラスチック汚染は地域全
体に深く関わる課題となっている（Jambeck et al., 2015; 

World Economic Forum, 2023）。
環境への懸念が現実の成果へとどのように結びつくのかをよ

りよく理解するため、EcoLeads チームは、日 ASEAN ユース・
フォーラムのもとで得たフィリピンおよび日本での現地経験を
振り返った。いずれの地域でもプラスチック汚染に対する高い
意識は見られたが、その結果は、それを支える仕組みの有無に
よって大きく異なっていた（表1）。

これらの観察から、明確な示唆が得られた。すなわち、どち
らの文脈においても問題への関心や思いは存在するものの、持
続的なインパクトは仕組みに左右されるということである。仕
組みが脆弱であれば、どれほど強いコミットメントがあって
も、長期的な変化を生み出すことは難しい。

Ⅰ

表1．二つの旅路、一つの示唆：フィリピンと日本からの学び
現地での経験 フィリピン 日本

私たちが目撃したこと 日常生活の中や水路に見られるプラスチック 体系的な仕組みによって管理されるプラスチック 

地域の対応 強い危機意識と協力の意思 責任意識が日常の行動に組み込まれている 

若者の関与 清掃活動に積極的に参加するボランティア ;（例）
・ DENR（ フ ィ リ ピ ン 環 境 天 然 資 源 省 ） Collection 

Contest
・ Project Pick

イノベーションや解決策に取り組む若者たち ;（例）
・ 株式会社カマン
・ グリーンバード（非営利団体）
・ 上勝町ゼロ・ウェイストセンター（徳島県勝浦郡上勝町）

行動への動機づけ 限定的で、制度化されていない 明確で、制度として整備されている 

テクノロジーの活用 デジタル面での支援は限定的である イノベーションとテクノロジーが統合されている 

ここから得られた学び 取り組みへの意欲はみられる 継続を支える仕組みが整っている

EcoLeads：ユース・アクション・インパクト
「私たちは EcoLeads。団結して立ち上がり、

ASEAN の空の下、目的と誇りを胸に進んでいく。
プラスチックごみから、私たちが追い求める未来へ。

私たちの希望こそが、この場所を再建する力。」

EcoLeads は、日 ASEAN ユース・フォーラムのもとで形成された
若者の協働体制である Green Hashiras を基盤としている。

GREEN HASHIRAS
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C.	�問題提起
若者の積極的な参画が見られるにもかかわらず、若者を対象

とした環境分野の取り組みの多くは、依然として脆弱で短期的
なものにとどまっている。若者は協力を求められることはあっ
ても、主体的に主導する立場を与えられることはほとんどな
い。彼らの関与は、無償かつ一時的であることが多く、資金、
意思決定、実施体制とも切り離されている。その結果、有望な
アイデアの多くが計画段階を超えて進まない。

このギャップは意欲の問題ではなく、構造的な問題である。
言い換えれば、若者は環境問題に強い関心を持ち、行動する意
志もあるが、その取り組みを短期的な活動に終わらせず継続し
ていくために必要な資源、資金調達の経路、プロジェクト管理
能力、意思決定権へのアクセスを欠いている（UNDP, n.d.）。
実際、研究によれば、若者主導の気候・環境イニシアティブ
は、一貫して資金面の障壁と制度的支援体制へのアクセスの制
約に直面していることが示されている（Gan, 2025）。アイデ
アから実施に至るまでの体系的な道筋がなければ、関与は継続
的なものではなく、散発的なものにとどまる。

同時に、ASEAN 全体におけるプラスチックごみの発生量は
増加し続けており、先進的な制度や仕組みを有する国でさえ、
消費行動のあり方により依然として大量のごみを生み出してい
る（Vuk et al., 2025）。若者には問題意識を持つことが期待さ
れている一方で、広く展開可能な解決策を実行に移すための体
系的な手段が与えられることはほとんどない。

D.	�目的
EcoLeads は、この現実に対応するため、若者を短期的なボ

ランティアではなく、プラスチックごみ対策を長期的に実行す
る担い手として位置づけ直す。このイニシアティブは、若者に
さらなる関心を求めるのではなく、より効果的に行動できるよ
う支援することを目指している（表2）。

アクションプラン

A.	�EcoLeads モデル：学びからインパクトへ
EcoLeads は、次の明確な 5 つのステップで進められる：
1 ． 若者に対し、プラスチックごみ問題とプロジェクト計

画に関する研修を行う。
2 ． 小規模で実現可能なプロジェクトを設計できるよう支

援する。
3 ． 資金源または代替的支援の特定を支援する。
4 ． 実施期間中の伴走支援を行う。
5 ． 削減されたプラスチックごみ量を測定する。
目標は明快である。若者を「学ぶ段階」から「実行する段

階」へと移行させることだ。参加者は、意識啓発キャンペーン
で終わるのではなく、定められた期間内に、実際のプロジェク
トを設計し、資金を確保し、実施し、その成果を測定しなけれ
ばならない。

B.	�ワークショップの構成と継続実施戦略
本ワークショップは、国境を越えた参加のしやすさ、コスト

管理、拡張性を重視した、継続的なオンライン型プログラムモ
デルを通じて実施する。また、受け身の参加を避けるため、オ
ンライン・ワークショップには以下を組み込む：

 少人数のブレイクアウト・グループ（1グループ当たり 5

～ 6 名）
 各自のプロジェクト案に結びついた毎週の課題
 必須のマイルストーン提出（コンセプトノート → 提案書
ドラフト → 最終提案書）
 2 週間ごとのメンター面談
 全課程への参加を完了した場合に限るシード資金への応募
資格

Ⅱ

表2．目的と重要業績評価指標（KPIs）
目的1：若者の能力を測定可能な形で強化する

期待される成果 若者が技術力、リーダーシップ、プロジェクト管理能力の向上を示す

主要指標（KPI） 　  ワークショップ修了率80％以上
　  参加グループごとに、実現可能なプロジェクト提案を少なくとも 1 件提出
　  リーダーシップおよびプロジェクト計画に関する自己評価スコアが、プログラム前後で改善していること

目的2：資金獲得と実施が可能な取り組みを実現する

期待される成果 若者主導のプロジェクトが、構想段階から、体系的な資金調達と実施の段階へ移行する

主要指標（KPI） 　  資金源とのマッチングが成立した提案数
　  シード資金または代替的資金調達（CSR- 企業の社会的責任、クラウドファンディング、大学資金）を獲得したプ

ロジェクト数
　  実施段階に入ったプロジェクト数

目的3：地域レベルで、検証可能なプラスチックごみの削減を達成する

期待される成果 地域レベルで、プラスチックごみの削減が測定可能な形で実現される

主要指標（KPIs） 　  プロジェクト・サイクルごとに削減または再活用されたプラスチックごみ量（kg）
　  実施されたプラスチックごみ管理施策の件数
　  参加者の間での持続可能な廃棄物管理実践の導入状況
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課題を完了しない参加者は、資金調達段階には進むことがで
きない。

そのため、ベトナムは、準備状況と実現可能性のバランスが
最も優れていることから、試行段階の実施国として選定されて
いる。Green Hashiras ネットワークは複数の ASEAN 諸国にま
たがっているが、現時点のベトナムには、活発な大学の環境団
体が存在すること、参加者募集が比較的容易であること、さら
に調整やモニタリングを支える現地在住のチームメンバーがい
ることなど、実務上の利点がある。まず 1 か国から開始する
ことで、他の ASEAN 諸国へ拡大する前に、EcoLeads モデル
全体を管理可能な環境で検証することができる。

中核的な構成に加え、各ワークショップ・サイクルには、プ
ラスチックごみ問題と関連する法的枠組みの双方を扱う意識啓
発セッションを組み込み、参加者が環境課題とガバナンスにつ
いて総合的に理解できるようにする。また、テーマ・ローテー
ション方式を採用し、各回のワークショップでは、プラスチッ
クごみに関する異なるテーマまたは技能分野に焦点を当てる。
毎月ワークショップを実施できない場合でも、このローテー
ション型テーマモデルとデジタル形式により、プログラムの継
続性、時宜性、持続可能性を長期的に確保することができる。

C.	�体系化されたワークショップテーマ：「PlastiCamp」
EcoLeads の オ ン ラ イ ン 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ・ シ リ ー ズ

「PlastiCamp」は、若者を環境意識から実践的な行動、さらに
リーダーシップへと導くことを目的とした、体系的かつ継続的
なテーマ群に基づいて構成されている（表3）。

1 ．�テーマ 1 ：プラスチックごみへの意識向上と持続可能な暮
らし

・フェーズ 1
このワークショップテーマでは、ごみの削減、再使用の実

践、リサイクルの仕組み、使い捨てプラスチックに代わる持続
可能な選択肢といった、日常に根ざした実践的行動を重視す

る。参加者は、双方向型の議論や活動を通じて、持続可能な生
活習慣を身につけるとともに、個々の選択が環境全体にどのよ
うな影響を及ぼし得るかを学ぶ。

2 ．�テーマ 2 ：地域における行動と創造的なアドボカシー
・フェーズ 1＆ 2

若者たちは、ベトナムにおいてプラスチックごみ問題に取り
組む小規模な地域プロジェクトや、創造的なアドボカシー・
キャンペーンを企画できるよう支援を受ける。

3 ．�テーマ 3 ：プロジェクトの実施、振り返り、そして若者
のリーダーシップ

・フェーズ 3
最終テーマでは、若者自身が設計したプロジェクトの実施

と、その成果および得られた教訓の振り返りに焦点を当てる。
またこのテーマでは、リーダーシップ育成も導入し、積極的な
参加者が今後のワークショップ・サイクルにおいてメンター役
を担い、EcoLeads プログラムの持続可能性に貢献することを
促す。

D.	�ガイド付きのプロジェクト策定、予算立案、� 	
提案書作成

「PlastiCamp」のテーマ 3 の一環として、本プログラムで
は、予算立案と資源計画について実践的な指導を行い、参加者
が費用を見積もり、必要な資材を特定し、実現可能性と持続可
能性の観点から活動の優先順位を定められるよう支援する。さ
らに参加者は、目的、活動内容、スケジュール、インパクト、
持続可能性に焦点を当てた提案書作成の支援も受ける。プログ
ラム終了時までに、各参加者または各グループは、地域で実施
可能であり、将来の取り組みに向けてさらに発展させることも
できる、簡潔で実行可能なプロジェクト提案書を作成する。

E.	�AI 支援による提案書と資金提供者のマッチング、� 	
およびメンター割当て

EcoLeads プラットフォームでは、AI 支援型マッチングシス
テムを用いて、若者主導の提案と適切な資金源を結びつける。
参加者はプロジェクト提案書を一度アップロードするだけで、
AI がその内容を提携先の助成機会データベースと照合・分析
する。このデータベースには、米国国際開発庁（USAID）、ユ
ニセフ（UNICEF）、国連開発計画（UNDP）、国際交流基金、
青年東南アジア・リーダー・イニシアチブ（YSEALI）、グロー
バル・グリーングランツ・ファンドのような機関によるプログ
ラムに加え、アセアン大学ネットワークを通じて得られる機会
も含まれている。この分析に基づき、システムは各提案に最も
適した資金提供者を順位づけして提示する。このプラット
フォームが特に有用なのは、AI が単に資金提供者を一覧化す
るだけでなく、各資金提供者の要件に合わせて提案書を再構成
し、利用者に対して追加で必要な情報を具体的に示してくれる

表3．PlastiCampワークショップのテーマ
テーマ 重点事項 関連する SDGs

テーマ 1 ・ プラスチックごみに関
する意識向上

・ サステナブルな暮らし

SDG12： つ く る 責 任、 つ
かう責任

SDG13： 気 候 変 動 に 具 体
的な対策を

SDG14： 海 の 豊 か さ を 守
ろう

テーマ 2 ・ 地域における行動
・ 創造的なアドボカシー

SDG11： 住 み 続 け ら れ る
まちづくりを

SDG 4 ： 質 の 高 い 教 育 を
みんなに

SDG17： パ ー ト ナ ー シ ッ
プ で 目 標 を 達 成
しよう

テーマ 3 ・ プロジェクトの実施
・ 振り返り
・ 若者のリーダーシップ

リーダーシップとサステナ
ビリティ
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点にある。これにより、異なる助成金申請ごとに提案書を書き
直 す 負 担 が 軽 減 さ れ る。 こ の プ ロ セ ス 全 体 を 通 じ て、
EcoLeads チームは参加者に助言を行い、提案内容のブラッ
シュアップや申請手続の進行を支援する。

透明性とアクセスのしやすさを確保するため、執筆者らが開
発した EcoLeads の AI 支援型提案書プラットフォームは、プ
ロジェクトのウェブサイトから利用できる。 https://ecolead-

saqy.vercel.app/

F.	 �体系化されたパイプライン：学習 → 設計 → � 	
資金調達 → 実施 → 測定

EcoLeads モデル（表4）は、参加者を初期学習から検証可
能なインパクトへと導く、連続的なパイプラインに基づいてい
る。学習フェーズでは、参加者はワークショップに参加し、プ
ラスチックごみの課題と解決策の設計に関する理解を深める。
設計フェーズでは、明確な目的、予算、スケジュールを備えた
プロジェクト構想を練り上げる。資金調達フェーズでは、AI

マッチングシステムを通じて、提案書を適切な資金提供者につ
なげる。資金が確保されると、参加者は実施フェーズへ進み、
EcoLeads チームによる継続的な支援を受けながら、地域レベ
ルでプロジェクトを実施する。最後に、測定フェーズでは、プ
ロジェクトの成果を追跡・検証し、プラスチックごみの削減量
をキログラム単位で記録する。

表4．EcoLeadsモデル
ステージ 内容 

学習 環境教育と意識向上

設計 プロジェクトの策定と計画立案 

資金調達 AI 支援による提案書マッチング 

実施 地域レベルの行動

測定 検証可能なプラスチックごみ削減

段階的な実施スケジュール

A.	�フェーズ 1：能力強化とプロジェクト設計� 	
（2026年3月1日～2026年3月30日）
このフェーズでは、若者のスキルを強化し、アイデアを実現

可能なプロジェクトへと具体化することに重点を置く。
 プラスチックごみ対策、プロジェクト管理、予算立案、イ
ンパクト測定に関する研修ワークショップの実施
 EcoLeads の AI 支援型提案書プラットフォームの紹介
 メンターの支援を受けながら行う、プロジェクト構想およ
び提案書ドラフトの作成

B.	�フェーズ 2：提案書のマッチングと資金調達� 	
（2026年4月5日～2026年4月25日）
このフェーズでは、若者が設計した解決策を適切な資金源に

つなげる。
 メンターの支援を受けた提案書の精緻化と最終化
 EcoLeads プラットフォームを用いた、提案書と適合する
資金提供者とのマッチング
 透明性のある審査・選定プロセス
 選定された若者主導プロジェクトへのシード助成金の支給

C.	�フェーズ 3：プロジェクトの実施と評価� 	
（2026年5月1日～2026年7月1日）
このフェーズでは、現場での実践と学びを支援する。

 資金提供を受けたプロジェクトの地域レベルでの実施
 継続的なメンタリングと技術支援
 産出、成果、課題のモニタリング
 環境へのインパクト、若者の能力向上、拡張可能性を評価
するための最終評価

実施設計とガバナンス

A.	�ガバナンス体制と役割（表5）
EcoLeads（コーディネーター）：プログラム設計、デジタル
基盤、ワークショップ実施、インパクトの記録を統括する。
若者参加者（実施者）：プロジェクトの設計、アドボカシー・
キャンペーンの立ち上げ、ピアツーピアサポートを担う、本イ
ニシアティブの中核的な推進役として活動する（図1）。

メンター（アドバイザー）：プロジェクトの実現可能性を確保す

Ⅲ

Ⅳ

図1．若者参加基準（ポスター版）

https://ecolead-saqy.vercel.app/
https://ecolead-saqy.vercel.app/
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るため、技術的助言とフィードバックを提供する環境分野の専
門家およびリーダー。
資金提供者・パートナー（イネーブラー）：事業の拡大と長期的
な持続可能性に必要な資金、戦略的方向性、発信力を提供す
る。

B.	�試行段階の実施
EcoLeads の試行段階は、概念実証として、まずベトナムに

焦点を当てて実施される。ベトナムをパイロット対象とする方
針は、GreenHub による学生主体の「見直す、減らす、リサイ
クルする（Rethink, Reduce, Recycle）」イニシアティブのよう
な成功した地域モデルとも整合している。これらの取り組み
は、プラスチックのモニタリングを学齢期の若者向けプログラ
ムに組み込むことの有効性を示している（GreenHub, 2024）。

C.	�モニタリング・報告・検証（MRV）
PlastiCamp の MRV アプローチは、東南アジアにおける循環

型介入のために示されたデータの完全性と透明性の原則を採用
し、若者が収集したデータが一貫性を備え、利用しやすく、地
方の政策立案者にとって実行可能なものとなるようにしている

（UNDP, 2025）。

アウトリーチ、パートナーシップ、��
エコシステム形成

A.	�デジタル・アウトリーチと若者募集戦略
EcoLeads は、Instagram、TikTok、LinkedIn、 お よ び 公 式 

EcoLeads ウェブサイト上で積極的な発信を維持する。これら
のプラットフォームは、教育コンテンツの共有、ワークショッ
プ日程の告知、資金提供を受けたプロジェクトの成功事例の紹
介に活用される。初期の対象層は、環境活動に関心がありなが
ら資金調達の道筋にアクセスできていない ASEAN 全域の大学
生とし、プログラムの成熟に応じて、他の若年層へも拡大して
いく可能性がある。

B.	�大学、市民社会組織、資金提供機関との連携
EcoLeads は、参加者募集とワークショップの周知を目的と

して、大学、市民社会組織、環境 NGO と連携する。ベトナム
での試行段階では、本プロジェクトは現地大学と連携し、初期

的なパートナーシップを構築する。プロジェクトの拡大に伴
い、同様の連携を他の ASEAN 諸国でも構築していく。また、
プラットフォーム上で利用可能な助成金データベースを拡充す
るため、資金提供機関との連携も進めていく。

C.	�地域の関係者とのコミュニティ基盤型エンゲージメ
ント

地域リーダーや廃棄物管理の実務者を含む地域の関係者が、
プロジェクトの実施に関与する。これにより、若者主導の解決
策がそれぞれの地域の文脈に即したものとなり、実際のニーズ
に対応できるようになる。また、コミュニティとの関与は、プ
ロジェクトに対する地域の当事者意識を高め、初期の資金提供
期間を超えて持続的なインパクトが生まれる可能性を高める。

D.	�国境を越えた協働と ASEAN・日本間の知識交流
本プロジェクトは、まず、カンボジア、ラオス、ミャン

マー、タイ、ベトナム、日本のメンバーから成る Green 

Hashiras ネットワークを活用する。その後、このネットワーク
は、TASC の同窓コミュニティおよび、より広範な ASEAN・
日本間の知識交流チャネルを通じて拡大していく。

予算枠組みと資源動員

A.	�実施フェーズに対応した予算構成
EcoLeads の年間予算見積額は約7,000米ドルである。この

金額は、ベトナムにおける試行段階の中核的な運営費をカバー
するものであり、今後、必要に応じて調整される予定である

（表6）。

B.	�資金源および助成金マッチング戦略
EcoLeads は、プロジェクト活動を支えるため、複数の資金

源からの資金確保を目指す。資金提供候補には、米国国際開発
庁（USAID）、ユニセフ（UNICEF）、国連開発計画（UNDP）、
国際交流基金、青年東南アジア・リーダー・イニシアチブ

（YSEALI）Seeds for the Future、グローバル・グリーングラン
ツ・ファンド（Global Greengrants Fund）が含まれる。これら
の組織は、若者のエンパワーメント、環境の持続可能性、なら
びに ASEAN と日本における地域協力に高い関心を示してい
る。助成金に加え、EcoLeads は、クラウドファンディング・

Ⅴ
Ⅵ

表5．プロジェクトの各段階とガバナンス上の役割
役割 フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

EcoLeads ワークショップを実施する 資金提供者とのマッチングを管理する MRV と最終化を統括する 

若者参加者 技術的スキルを学び、プロジェク
ト構想を立案する

最終プロジェクト提案を精緻化し、提
案発表を行う

地域プロジェクトを実施し、ピア
メンタリングを行う

メンター フィードバックを行う 最終提案を審査する 継続的な技術的実施支援を行う 

資金提供者・パートナー 戦略的助言を行う プロジェクトを選定する インパクト・データを確認する 
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キャンペーン、企業スポンサーシップ、ならびにパートナー機
関向けの有償ワークショップ実施といった自主収益の機会につ
いても検討する。プラットフォームの成長に伴い、EcoLeads は
これらの資金提供者との正式な連携を構築するとともに、収入
源を多様化し、単一の資金源への依存を低減することを目指す。

C.	�財務の透明性とコスト効率に関する原則
すべての資金は EcoLeads チームが直接管理し、独立した会

計担当者の監督の下、明確な文書化と定期的な報告によって、
すべての関係者に対する透明性と説明責任を確保する。予算配
分においては、能力強化と、測定可能なプラスチックごみ削減
に直接貢献する活動を優先する。プロジェクトが他国へ拡大す
るに伴い、増加する運営上の必要性に対応できるよう、予算枠
組みを見直し、それに応じて拡大していく。

D.	�収益モデルと財政的持続可能性
プロジェクトが助成金のみに依存しないようにするため、

EcoLeads は、プレミアム AI プラットフォーム機能への段階別
アクセスを導入するとともに、大学や組織向けに有償の能力強
化ワークショップを提供し、自主収益源とする。

期待される成果

EcoLeads プログラムは、若者主導の環境イニシアティブ
が、体系的かつ支援を受けながら、構想段階から実施段階へと
進むことを可能にする、具体的な成果一式を生み出すことが期
待されている。

A.	�中核的成果
1 ．�成果 1 ：資金提供者と学生主導の提案をつなぐマッチング

機構
体系化されたマッチングプラットフォームと審査プロセスに

より、学生が適切な資金調達経路を特定できるよう支援し、若
者の助成金申請への参加を妨げがちな事務的障壁を軽減する。

2 ．�成果 2 ：プロジェクト実施に向けた資源提供
参加者は、自らのプロジェクトを実施するうえで不可欠な、

以下のような連携的支援を受ける：
 ワークショップおよびメンタリングを通じた専門的知見
 シード資金および助成金獲得支援を通じた資金面での支援
 大学、市民社会組織、環境 NGO を含むネットワークへの
アクセス

B.	�若者主導の環境行動への貢献
これらの成果は総体として、若者が環境イニシアティブを効

果的に実行するために必要な運営基盤を築くものであり、同時
に、プロジェクト設計、資金へのアクセス、そして実現可能な
実施経路の整合性を確保する。

インパクト測定

A.	�環境インパクト
 削減、再活用、または発生抑制されたプラスチックごみ量

（kg ／月／プロジェクト）
 変化が見られたプラスチックの使用・廃棄行動の件数

（例：使い捨てプラスチック使用の削減、廃棄物分別の増
加など）
 実施された地域レベルのプラスチックごみ管理施策の件数

B.	�若者の能力
 能力強化ワークショップを修了した学生数
 作成された実現可能な提案書の件数
 以下の方法により確認される、若者の能力向上：

　　→　 リーダーシップ、プロジェクト管理、協働に関する
自己評価

　　→　 メンターまたは仲間からのフィードバック

C.	�地域レベルでのインパクト
 関与した地域住民の人数
 アンケートおよびインタビューを通じて収集した、妥当性
と有用性に関する地域からのフィードバック
 地域に培われた能力。これには、共有・習得された技能や、
プラスチック管理のために定着した日常的実践が含まれる

サステナビリティおよび� �
拡張性戦略

A.	�サステナブルファイナンス戦略
長期的な実行可能性を確保するため、EcoLeads は、初期の

助成金支援に加え、機関との連携およびサービス提供型収益を
組み合わせたハイブリッド型の財務モデルを採用する。プログ
ラムの成熟に伴い、持続可能性は次の 3 つの仕組みによって
強化される：①採択された若者主導プロジェクトから、監督お

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

表6．予算概要
項目 想定費用（米ドル）

プラットフォーム開発・保守 2,000

ワークショップ実施（教材・運営） 2,500

デジタル・アウトリーチおよび広報 1,000

モニタリング・評価 500

管理費・雑費 1,000

合計 7,000
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よびロジスティクス費用を賄うための、透明性のある管理費ま
たは調整費の一定割合を確保すること、②大学および提携組織
の持続可能性プログラムまたは市民参加プログラムの一環とし
て、共同出資によるワークショップ・サイクルを実施するこ
と、③構造化されたインパクト報告と引き換えに、企業および 

ESG（環境・社会・ガバナンス）に整合するパートナーが支援
するスポンサード・コホートを設けること。オンライン実施と
ボランティアベースのメンタリングにより運営コストを抑えつ
つ、これらの多様化された収益源は、若者参加者への無償アク
セスを維持しながら、外部助成金への依存を段階的に低減する
よう設計されている。

B.	�循環型学習モデルと継続的なプロジェクト・サイクル
EcoLeads は、各プロジェクト・サイクルが知識、ツール、

教訓を生み出し、それらが次のコホートへ直接引き継がれてい
く循環型学習モデルを採用している。この過程で、教材は更
新・蓄積され、今後の参加者が過去の経験を土台として学べる
ようにする。

C.	�若者から若者への知識共有
EcoLeads は、持続可能性を支える中核的な仕組みとして、

若者から若者への知識共有を重視しており、過去のプロジェク
ト・サイクルの修了者が新たな参加者に対するメンター役を担
う。修了者による経験共有やメンタリングは、ソーシャルメ
ディア上のコミュニティ・グループを通じて行うことができ
る。

D.	�ローカライズ戦略と ASEAN諸国への段階的拡大
EcoLeads は、各地域に適応可能な仕組みであることを目指

し、段階的拡大戦略を採用している。初期実施では、モデルの
有効性を検証し、運営プロセスを洗練させるため、限られた数
のパイロット・プロジェクトに重点を置き、その後、現地の若
者パートナーを通じて ASEAN 諸国へ段階的に拡大している。

結論

EcoLeads は、仕組み、支援、そして測定可能なインパクトを
通じて、若者の問題意識を行動へと転換する。若いリーダーた
ちを、学習から資金調達、実施へと導くことで、本プロジェク
トは、ASEAN と日本における地域基盤型のプラスチックごみ解
決策のための、自律的に持続するエコシステムを構築する。そ
のことを通じて、EcoLeads は、若者のための仕組みが構築され
れば、持続的な環境変化が後に続くことを示している。
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はじめに

文化、背景、課題など、さまざまな違いに満ちた世界におい
て、今これまで以上に重要なのは、私たちに共通するものの中
に解決策を見いだし、分断の中に結束を見いだし、より良い未
来を目指す歩みの中に平和を見いだすことである。ASEAN、
日本、そして世界全体でプラスチックごみが深刻な問題となっ
ている中、私たちは単一の解決策では対応できない多様なプラ
スチックごみ問題に直面している。私たちのアクションプラン
としては、多様性を強みに変えて活用する組織を立ち上げ、そ
れを、若者の参画を高め、有意義な意識啓発を広げ、地域に根
ざした社会的行動を促すための手段とする。
2050年に向けたビジョン：

2050年までに、長期的な持続可能性を最優先とし、若者が
プラスチックごみ問題への対策を主体的に始動する世界を私た
ちは思い描く。

TASC プログラムから得られた�
知見と学び 

A.	現状認識―プラスチックごみ
プ ラ ス チ ッ ク ご み は、 国 連 環 境 計 画（United Nations 

Environment Programme ［UNEP］, n.d.; UNEP, 2023; Alqattaf, 

2020）でも認識されているように、世界的に見て最も深刻な
問題の一つである。ASEAN 各国と日本は、カンボジアにおけ
るプラスチック袋の過剰使用、インドネシアにおける廃棄物管
理の不備と廃棄物輸入、日本における過剰なプラスチック包
装、フィリピンのサシェ経済、タイにおけるリサイクル不足な
ど、それぞれ異なるプラスチックごみ問題に直面している

（UNDP Climate Promise, 2025; UNDP Cambodia, n.d.; IUCN 

NL, 2025; Riliananda & Lotulung, 2025; Rogers, 2024; Borgers, 

2025; Koons, 2024; Pustadan, 2024; Enviliance ASIA, n.d.; 

Lodhi, 2025; ASEAN Secretariat, 2017）。

B.	現状認識―若者
国や置かれた状況が異なる若者たちも、プラスチックごみ問

題に対して一定の認識を持っている。しかし、自発性や動機づ
け、利用しやすいプラットフォームの不足により、その懸念を
行 動 に 結 び つ け る こ と が で き て い な い（Ningrum, 2024; 

United Nations Development Programme ［UNDP］ 

Montenegro, 2022）。

C.	フィールドトリップ
フィリピンと日本を訪れた後、私たちはプラスチック問題そ

のものと、異なる社会がそれにどのように対応しているかにつ
いて、より深く学んだ。フィリピンでは、プラスチックごみの
問題が非常に目に見えやすく、限られた廃棄物管理体制や日々
の生活維持の必要性を物語っていた。そのことを通じて、環境
問題が貧困やインフラと密接に関係していることを私たちは実
感した。たとえばバセコ地区では、ごみが管理され、それが生
計手段へと変えられている様子を目にした。一方、日本では、
厳格な分別、リサイクルのルール、そして市民の規律によっ
て、プラスチックがより体系的に管理されている。しかし、両
国とも依然としてプラスチックに大きく依存している。総じて
私たちは、解決策の効率性には違いがあるとしても、真の変化
には強固な仕組みと共有された責任が必要であることを学ん
だ。

D.	ギャップ―若者とプラスチックごみ対策との隔たり
若者とプラスチックごみ対策との間にある大きな隔たりは、

連携の不足と、若者にプラスチックごみ問題に対処するための
十分な権限が与えられていないことにある。Ningrum（2024）
による WWF インドネシアの記事および UNDP Montenegro 

の報告書（2022）によれば、若者はプラスチック使用の問題
を認識していながらも、それを見過ごし、日常生活の中で使い
続けている。プラスチックごみ問題の解決に意欲を持つ若者は
存在するが、環境問題の解決に主体的に取り組むためには、よ
り多くの支援、プラットフォーム、そして機会が必要である

（The Annie E. Casey Foundation, 2024）。
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アクションプラン

A.	組織概要 
1 ．Blue Horizon オーガニゼーションについて

Blue Horizon オーガニゼーションは、ASEAN と日本の学生
がプラスチックごみ問題について学び、関わることができる組
織である。本組織では、メンバーがプラスチック問題を体験的
に学ぶ機会を得ることで、それが社会にもたらす脅威への理解
をより深められるようにする。この目標を達成するため、本組
織は、プラスチックごみ問題への対応を後押しする多様なイベ
ント、キャンペーン、取り組みを実施するプラットフォームと
なる。

2 ．�組織モデル ― アイセックと ASEAN Youth Organization
（AYO）

2 つの若者組織が、本組織のモデルとなっている。学生主
導の大規模組織の一つであるアイセックは、特に SDGs に関
連するボランティアやインターンシップの機会を学生に提供し
ている。同組織は学生によって運営されている一方で、企業や
大学とも強固に連携している（AIESEC, n.d.）。ASEAN Youth 

Organization（AYO）もこれに類似しているが、より短期的な
イベントや、社会政治的課題に取り組むプロジェクトを実施し
ている。また、ASEAN の若者同士のつながりを大切にし、国
際的な視野を育み、より強固なネットワークを築いている 

（ASEAN Youth Organization, n.d.）。

3 ．独自性と強み
Blue Horizon の独自性は、グローバルに活動しながら、ロー

カルな課題を解決できる点にある。グローバル組織として、各
ユニットには、それぞれの地域で直面する多様なプラスチック
問題に対する解決策を生み出せる実働の仕組みが与えられる。
各支部はそれぞれ固有の実情に即して形づくられ、プラスチッ
クごみ問題への対応に資する地域密着型の解決策を生み出す。
各支部はまた、プラスチックごみ対策に焦点を当てつつ、それ

ぞれの文化にも即したイベントを企画・実施する。例えば、日
本では再生プラスチック包装を用いた折り紙づくり、フィリピ
ンでは再生海洋プラスチックを用いたパロル（フィリピンの伝
統的なクリスマスランタン）制作ワークショップといったイベ
ントが考えられる。さらに、各支部間でプロジェクト、イベン
ト、情報の共有を促進し、自国の枠を超えてプラスチックごみ
問題への理解を深められるようにする。

4 ．サステナビリティと拡大
多くの大学に支部を設置することで、それぞれが各大学内で

半独立的な組織として運営されるため、単に一つの大規模組織
として活動するよりも、はるかに管理しやすくなる。これによ
り、学生にとっての参加しやすさが高まり、プラスチックごみ
対策への関心の向上にもつながる。

B.	ガバナンスと運営 
日本、タイ、フィリピン、インドネシア、カンボジアの 5

人の創設メンバーが、Blue Horizon の運営評議会を構成する。
この評議会には、組織の地理的基盤と、国際協力を通じてプラ
スチックごみに取り組むという共通の献身が反映されている。
運営評議会は、規則の承認、透明性の確保、戦略的方向づけに
加え、2050年までにプラスチックに責任を持って向き合う世
界を実現するという Blue Horizon の長期目標を守る役割を担
う。意思決定は合意形成と協議に基づいて行われ、 5 か国そ
れぞれの公平な代表性が確保される。

プログラム担当、運営担当、財務・総務担当、広報・メディ
ア担当、パートナーシップ・アウトリーチ担当から成る執行
チームが、日常業務を統括する。このチームは、イベントを監
督し、プログラムを企画し、パートナーシップと広報を管理
し、支部やメンバーが地域密着型の取り組みを実施するのを支
援する。

説明責任とインパクトを確保するため、Blue Horizon オーガ
ニゼーションは、年次計画、透明な財務管理、明確な役割分
担、内部コミュニケーション、モニタリングおよび評価手続な
どの体系的手法を用いる。中央組織および各支部を導くため、
専用の運営マニュアルと組織規約を策定する。

C.	資金調達および財務モデル
Blue Horizon オーガニゼーション は、中央運営と大学ベース

の各支部の双方を支えるため、多様で持続可能な資金モデルを
採用する。資金は、大学、環境 NGO、環境活動家、社会的責
任を重視する民間組織との連携、若者の行動、環境の持続可能
性、国際開発に関連する助成金、各国支部が徴収する控えめで
文脈に配慮した会費、さらにワークショップ、展示、意識啓発
キャンペーンなどのプロジェクトベースの資金調達活動を組み
合わせることで確保する。特定の取り組みを支援し、より幅広

Ⅲ
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い層の関与を促すため、デジタル資金調達やソーシャルメディ
ア・キャンペーンも活用する。この多元的な資金調達アプロー
チは、助成金、連携、寄付、会費、事業活動を組み合わせるこ
との重要性を重視する、一般的な NGO の資金調達実務とも合
致しており、単一の資金源への依存によるリスクを減らしつつ、
財政的安定性とレジリエンスを確保することを目指している。

D.	戦略とプログラムフレームワーク 
1 ．Blue Horizon フレームワーク

Blue Horizon オーガニゼーションは、自らが実施するすべて
のプロジェクト、イベント、取り組みにおいて、Blue Horizon 

フレームワーク を戦略的に活用する。このフレームワーク
は、組織がプラスチックごみ対策において有意義なインパクト
を体系的に生み出すための指針となる。このフレームワーク
は、以下の 6 つの明確な構成要素から成る：
a．�問題の特定と分解― まず、私たちが解決したいプラス

チックごみ問題を特定し、その問題について批判的に考
える。

b．�貢献可能なポイントの特定― 問題のどの部分に若者が
関わり、貢献できるのかを明らかにする。

c．�目標の設定― 続いて、このプロジェクトで何を達成し
たいのかを定める。

d．�プロジェクトの設計― 特定されたギャップを若者の行
動によって埋めるように、プロジェクトを設計する。

e．�実施― 大学を基盤とし、若者が主導する各支部を通じ
てプロジェクトを実施する。

f．�評価― プラスチックごみ問題への対応における若者の行
動の広がりと、目標がどのように達成されたかを測定す
ることで、プロジェクトを評価する。

2 ．Blue Horizon の柱・Sun、Moon、Stars
Blue Horizon オーガニゼーション は、 3 つの柱の下で運営

される。Sun は、教育的で示唆に富む活動を通じて若者をエン
パワーし、Moon は、ソーシャルメディアを活用して有益な情
報を発信し、若者同士をつなぎ、Stars は、長期的な持続可能
性を育むための連携と機会を築く。
Sun は、本組織の活動部門である。私たちは、プラスチック

ごみ問題の解決に意欲を持つ若者を後押しし、そのための機会

を提供することを目指す。活動内容には、廃棄物管理に関する
教育プログラム、アップサイクルの促進に関するワークショッ
プなどが含まれる。若者は、ボランティア活動やコンペティ
ション型キャンペーンにも参加でき、そうした活動は、若者が
環境問題に主体的に関わることを促すだけでなく、ASEAN と
日本をまたぐグローバルなつながりを築くことにもつながる。
Moon は、本組織のソーシャルメディア情報発信部門であ

る。ソーシャルメディアは、広く利用され、アクセスしやすい
ため、若者とつながるための効果的なプラットフォームであ
る。私たちは、ソーシャルメディアを活用して、プラスチック
ごみに関する社会的認識を高め、本組織の目的を広く伝え、組
織概要やイベント情報を紹介する。意義があり、十分に調査さ
れた内容を発信することで、ASEAN と日本におけるプラス
チックごみ問題への具体的な理解を深め、若者の本プロジェク
トへの参加を促したいと考えている。
Stars は、本組織の連携・機会創出部門である。若者主導の

組織として、私たちは、非政府組織、若者ネットワーク、地域
コミュニティと連携することで、環境分野での協働を強化する
ことを目指す。例えば、トラッシュ・ヒーロー・ワールドは、
人々がクラブに参加し、共にキャンペーンを展開するよう促す
ことによって、プラスチックごみ問題の解決に取り組む NGO 

である（Seema, 2026）。同団体は、世界各地にパートナーも
有している。さらに、同団体は本組織の活動とも結びつく教育
活動を提供しているため、この組織と連携することは、Blue 

Horizon の活動を促進し、その目標達成にも資する。この部門
は、プラスチックごみ問題への対応における持続可能性に焦点
を当てると同時に、協働プロジェクト、メンタリング、各種取
り組みを通じて、若者が環境リーダーシップや社会的スキルを
育み、多文化的なネットワークを築く機会を創出する。これら
は長期的な持続可能性を支えるうえで不可欠である。

E.	組織立ち上げ案とスケジュール 
1 ．フェーズ 1 ― 準備と基盤構築 
目的：組織の成功裏の立ち上げに必要な基盤を整備すること
実施期間：2026年 1 月から 6 月
�内容とタスク：立ち上げを成功させるため、フェーズ 1 は
創設メンバーが主導する、組織の準備・基盤構築フェーズと
する。このフェーズには 3 つの主要目標がある：1. 組織の
規約および運営マニュアルを作成し、最終化すること。2. 

ASEAN と日本における各国支部の創設ディレクターおよび
メンバーを選定すること。3. 組織全体および各国支部の組
織体制と内部運営システムを構築すること。これらのタスク
を遂行することで、Blue Horizon オーガニゼーションと各国
支部の立ち上げに向けて、必要な体制をあらかじめ整えるこ
とができる。このフェーズの後半には、創設メンバーおよび
各支部が、組織立ち上げ前の期待感と認知度を高めるための
ティーザーや広報素材を作成するとともに、他団体、行政機
関、メディア組織との連携も構築する。また、立ち上げに関

図2．Blue Horizon フレームワーク
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わるすべての取り組みやイベントの準備も進める。

2 ．フェーズ 2 ― 立ち上げ
�目的：Blue Horizon オーガニゼーションと ASEAN および日
本の各支部を正式に立ち上げること
実施期間：2026年 7 月
�内容とタスク：プラスチックフリージュライに合わせて、
Blue Horizon オーガニゼーションは各国支部とともに 7 月
に立ち上げられる。組織の発足を記念して、2026年 7 月18

日にフィリピン・マニラで公式ローンチイベントを開催す
る。このイベントでは、創設メンバーが組織の目的、短期お
よび長期の目標について説明し、一般の人々や将来のメン
バー候補に対して、組織の概要と運営方法を伝える。また、
ゲストスピーカーを招き、環境保護や、世界各地におけるプ
ラスチックごみ問題とその対策について講演してもらう。各
支部の創設ディレクターも、このイベントに招待される。

3 ．フェーズ 3 ― 安定化と拡大
�目的：Blue Horizon オーガニゼーションとその各支部の安定
的な運営と継続的な成長を確保すること
実施期間：2026年 8 月から12月、その後も継続
�内容とタスク：組織立ち上げ後、それに続く数か月は、すべ
ての支部において運営の安定化と継続的な成長を確保するこ
とに重点を置く。メンバーを確保するため、全体組織および
各国支部がそれぞれ募集活動を行う。中央の Blue Horizon 

オーガニゼーションは、各支部と緊密に連携し、それぞれの
支部が円滑に運営できるよう注意深く支援していく。

F.	サンプルプロジェクトと具体的行動
リサイクルに向けた分別教育プロジェクト：学部生は研修を

受けたうえで地域の小学校を訪問し、ごみ、とりわけプラス
チックごみに関する講義を行う。学部生は主として、分別の重
要性を教え、実践的な活動を行い、理解度確認テストも実施す
る。以下に、このプロジェクトの実施案の概要を示す。
注：以下でいう「teacher」は、Blue Horizon オーガニゼー
ションのメンバーである学部生を指す。

プロジェクト概要およびカリキュラムは、
以下のリンクを参照のこと：

リサイクルに向けた分別教育プロジェクト ―
提案概要およびカリキュラム

期待される成果とインパクト

A.	バックキャスティング目標と長期戦略
私たちは、2050年から現在に向かって目標を設定すること

で、プラスチックごみ問題に対する長期的な行動を計画する際
に、明確で持続可能な方向性を確保するための戦略的指針とし

て、バックキャスティング目標を策定した。
1 ．2050–2040年（国際的認知と長期フェーズ）
第一に、Blue Horizon が世界的な若者組織として認知されて

いる状態を目指す。
第二に、ASEAN・日本地域におけるプラスチックごみ問題

が管理段階に入り、プラスチック管理システムが安定し、リサ
イクルの実践と行動が定着し、プラスチックごみによる被害が
抑制された状態を目指す。また、プラスチックごみ対策に向け
た行動が活発に展開されている状態も実現したい。
2 ．2040–2030年（拡大とシステム統合）
第一に、この期間内に、すべての ASEAN 諸国へ独立した支

部を設けて拡大し、持続可能なリーダーシップ体制を確立する。
第二に、ASEAN・日本の地域社会において、すべての人々

に意識が浸透し、分別が一般的な実践となり、管理されないプ
ラスチックごみの量が減少し、各国で循環型経済が機能し始め
ることを目指す。
第三に、Blue Horizon オーガニゼーションが長期的な連携と支

援を通じて、強固で安定した資金基盤を得ている状態を目指す。
3 ．2030–2026年（組織基盤の構築と若者の接続）

初年度には、若者主導の組織として強固な基盤を確立し、
ASEAN の 4 か国（インドネシア、フィリピン、タイ、カンボ
ジア）および日本へ拡大する。この 5 か国から開始する理由
は、創設メンバーであるチーム E Blue Horizon オーガニゼー
ションがこれらの国々の出身であり、そのため明確なコミュニ
ケーション、調整、モニタリングを確保できるからである。こ
のフェーズの主な重点は、Blue Horizon オーガニゼーションを
紹介・周知し、組織の持続可能性の基盤として大学内に中核的
な運営チームを形成することにある。その後、基盤が整ったの
ち、Blue Horizon オーガニゼーションは、以下を通じてプロ
ジェクトとつながりを強化する段階へ入る：

a． 幼稚園児、小学生、中学生、高校生、大学生に対して、分
別を含む廃棄物管理に関する教育を行い、意識を高めるこ
と。分別はプラスチックごみ問題に対処する鍵である。

b． ASEAN と日本の若者をつなぎ、協働を促すことで、プ
ラスチックごみ問題への対応における国際的協力を築く
こと。

c． ソーシャルメディアを、本組織を周知し、情報を発信す
るためのプラットフォームとして最大限に活用するこ
と。 加えて、私たちは Fear of Missing Out、すなわち 

FOMO という、現代の若者に広く見られる概念を活用し
て地域社会にも働きかける。これは、流行に乗り遅れる
ことへの不安から、若者がその流れに従う傾向を指す。
こうした傾向は、若者に肯定的な習慣も否定的な習慣も
生じさせ得るが、本組織では FOMO を前向きな目的の
ために活用し、若者がプラスチックごみ管理に関心を持
ち、本組織に参加するよう促したいと考えている。

d． また、プログラムの持続可能性を確保するため、大学、
NGO、民間部門とも連携・協働していく。

Ⅳ
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B.	モニタリングと評価
モニタリングと評価のセクションは、Blue Horizon オーガニ

ゼーションのすべてのプログラムおよび活動が、プラスチック
ごみ問題への対応において、適切な方向性を持ち、測定可能
で、かつ持続可能なものとなるように用いられる。

Blue Horizon オーガニゼーションのモニタリングおよび 

評価システムについては、以下のリンクを参照のこと：
Blue Horizon オーガニゼーションーモニタリング・ 

評価システム

C.	短期的成果
私たちは、ASEAN と日本の若者同士のつながりを促し、連

携を後押しすることで、プラスチックごみ管理に対する意識と
個人としての責任感を育みたいと考えている。若者は、さまざ
まな活動を通じて、プラスチックごみを環境問題であると同時
に、具体的な行動を求める共通の課題として捉えるようにな
る。短期的には、現在の主要な環境問題であり、共有された責
任を要するプラスチックごみ管理の重要性について、若者の意
識を高めることを目指す。ASEAN と日本の若者が連携するこ
とで、プラスチックごみ問題とその管理に対する新たな視点
と、より広い理解が得られる。さらに、さまざまな教育的活動
および協働活動を通じて、若者は知識を身につけるだけでな
く、プラスチックごみを削減するための創造的なアイデアを生
み出すよう促される。

D.	長期的インパクト
長期的に見れば、Blue Horizon オーガニゼーションは、

ASEAN と日本における持続可能なプラスチックごみ管理の仕
組みと文化の定着に貢献する。この組織は、管理されていない
プラスチックごみの大幅な削減を促し、地域社会における循環
型経済を支え、若者が持続可能な廃棄物管理の実践や具体的な
プラスチックごみ対策を主体的に始められるよう後押しし、世
界中の若者の間に協働ネットワークを築く。

結論 

日 ASEAN ユース・フォーラム：Take Actions for Social 

Change（TASC）2025 を通じて、私たちのチームは、セミ
ナー、現地視察、議論を通してプラスチックごみについて多く
を学んだ。それだけでなく、共に活動することそのものから
も、さらに多くの学びを得た。私たちのアクションプランの核
にある重要な学びは 3 つある。すなわち、プラスチック問題
には多様な解決策が必要であること、多様性が変化を生み出す
結束につながること、そして若者の参画とリーダーシップが私
たちの世界の未来を形づくるということである。私たちは、学
びと数か月にわたる継続的な協働を通じて、私たちのアクショ
ンプランである Blue Horizon オーガニゼーションを構想し
た。これは、グローバルに活動しながら、地域に根ざした取り
組みを通じてプラスチック問題の解決を目指す、世界規模の若
者主導組織である。

私たちは多くの点で異なっているかもしれないが、より良い
未来を望むという共通の思いを軸に、Blue Horizon のもとで一
つになっていこう。若者による世界規模のプラスチックごみ対
策のためのプラットフォームとして、私たちは、プラスチック
に依存しない未来に向けた変化を生み出すことに尽力する。私
たちは、若者には変化を起こしたいという思いがあり、必要な
のはそれに火をつけるためのプラットフォームだけであること
を示したい。そして、具体的な意識を高め、若者に社会変革に
向 け た 行 動 を 促 す（Take Actions for Social Change ー
TASC）、そのようなプラットフォームになりたいと願っている。
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プログラムの日程

オリエンテーション ＆ オンラインセミナー1

2025年8月16日（土）
自己紹介
基調講演：岡本正明 教授（チーフ・アドバイザー）
講義：Deo Florence L. Onda 准教授
ファシリテーター（Next Creation）によるグループアクティビティ

ASEANフィールドトリップ
訪問国：フィリピン（2025年8月31日（日）～9月5日（金））
開会セッション
講義：浅利美鈴 教授
講義：Maria Kristina Paler 准教授

セブ訪問先
オランゴ島野生生物保護区
　Carl Angelo Jumalon（生態系管理専門官）
　Devine Grace Jumao-as（開発管理官）

SM GUUN Environmental Company Inc.

　Hiroshi Haraki（ゼネラルマネージャー）
　Prettie Acop-Jalang（管理／ PCO／営業・マーケティング担当）
マンダウエ・グリーン・ラーニング・エコパーク
　Rosemarie Chavez（総務局 次長）

マニラ訪問先
環境天然資源省（DENR）
　Bhona May Oñarte（環境管理専門官）
　Gabrielle Raine Aguzar（環境管理専門官）

MMDA 固形廃棄物管理局
　Jose Nino Beltran V（プロジェクト評価官）
　Ma. Lisa Caguimbal（プロジェクト開発官）
　David RJ Viola（プロジェクト開発官）
バセコ地区
　Laarni “Lala” Salanga（UPA／ KABALIKAT CCR 都市貧困層生計支援担当）

Circular Explorer

　 Nathalie Inductivo（職務代行サステナビリティ・マネージャー／  

Holcim「Circular 　Explorer」プロジェクト・コーディネーター
John Ivan Cunanan（フィリピン大学 海洋科学研究所 インターン）
JunkNot

　Wilhelmina “Willie” Garcia（JunkNot創設者）

オンラインセミナー2

2025年11月15日（土）
ASEANフィールドトリップ後のアクションプラン中間発表
アドバイザー・メンターからのフィードバック
ファシリテーターによるワークショップ

フィリピン・オランゴ島での集合写真

オランゴ島でのごみ拾い

バセコ地区を訪問する参加者

Junknot でアップサイクル体験
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訪日研修
2025年11月30日（日）～12月7日（日）
東京訪問先
東京都環境局資源循環推進部
　 計画課　課長代理（計画担当）　太田　理美
　 一般廃棄物対策課　課長代理（支援担当）　黒野　祥子
株式会社カマン (Meglooプロジェクト )

　 代表取締役／ CEO　善積　真吾
ファブリック株式会社 

　 戦略デザインリード　チェン レベッカ
NPO法人 荒川クリーンエイド・フォーラム
　 理事／オフィスマネジャー　今村　和志

大阪訪問先
大栄環境株式会社 

　 執行役員／技術部長　山田　眞
　 技術部　研究開発課長　橋本　康司

DINS関西株式会社
　 取締役　八木　達也
　 R&E事業所 所長　橋本　和也

奈良訪問先
株式会社良品計画　無印良品　イオンモール橿原
　 店長　下田　裕
　 副店長　松井　正明

京都訪問先
さすてな京都（京都市南部クリーンセンター環境学習施設）
亀岡市／ Circular Kameoka Lab

　 亀岡市　環境先進都市推進部　環境政策課　課長　鈴木　長
保津川遊船企業組合
　 代表理事　豊田　知八
京都里山 SDGsラボ（ことす）

　 一般社団法人びっくりエコ研究所　業務執行理事／事務局長　光本　年男
　 総合地球環境学研究所　基盤研究部 教育部門 浅利研究室　張　馨キ

アクションプランの最終発表：2025年12月6日（土）
会場：京都大学東南アジア地域研究研究所
コメンテーター：
　・岡本正明、京都大学東南アジア地域研究研究所 教授
　・浅利美鈴、総合地球環境学研究所　教授
　・ Maria Kristina Oquinena Paler, サン・カルロス大学　准教授

DINS 関西でリサイクルの工程を見学

無印良品訪問集合写真

京都大学での集合写真

最終発表会の発表グループ
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チーフ・アドバイザー

岡本 正明（京都大学 東南アジア地域研究研究所 教授）

現在、デジタル化によって引き起こされる東南アジアの社会・政治的変容、特にイ
ンドネシアにおける動向を主たる研究テーマとして学際的な共同研究を行ってい
る。また、テキストおよびビジュアルを用いたソーシャルメディアに焦点を当て、
東南アジアにおける選挙や政治キャンペーンの劇的な変化を理解するための共同研
究を推進している。さらに、東南アジアにおけるアブラヤシ農園の急速な拡大とそ
の生態学的・社会経済的影響、都市のヒートアイランド現象およびその長期的な社
会的影響など、環境問題に関する分野横断的・超学際的研究にも取り組んでいる。
これらの研究は、インドネシアをはじめとする多様なステークホルダーとの協働を
通じて実施されている。

アドバイザー

浅利 美鈴（総合地球環境学研究所 教授）

京都に所在する総合地球環境学研究所の教授であり、廃棄物管理、資源循環、持続
可能性教育を専門としている。2004年に京都大学大学院工学研究科にて博士号（工
学）を取得。
環境工学と社会的実践を統合した研究を行い、廃棄物を人々のライフスタイルや社
会構造を映し出す指標として捉える視点から研究を展開している。「びっくり！エコ
100選 」、「エコ・パワープラント」、「エコ～るど京大」、「京都超 SDGsコンソーシ
アム」、「京都里山 SDGsラボ（ことす） 」など、多様な取り組みを通じて、大学内
外での持続可能性の推進に積極的に関わっている。
近年は、プラスチック廃棄物管理、地域主体のごみ分別、持続可能な水産物サプラ
イチェーンに関する国際共同研究にも注力している。フィールドワークに基づく学
びと社会への発信を重視し、学術研究と実践的な環境行動をつなぐことを目指して
いる。

アドバイザー

橋本 征二（立命館大学 教授）

国立環境研究所の主任研究員、東京大学の客員准教授、イェール大学の客員研究員
などを経て、2011年より立命館大学教授を務めている。
研究分野は、持続可能な資源・廃棄物管理に関する評価手法およびシステム設計で
あり、資源の採取から廃棄物の最終処分に至るまでの一連のシステムを包括的に捉
えるアプローチを専門としている。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第4次
評価報告書における「廃棄物管理」章の主執筆者（2004–2007年）を務めたほか、
国連環境計画（UNEP）の国際資源パネル（IRP）委員（2015年～）や、国際産業エ
コロジー学会の評議員（2009–2011年）を歴任している。京都大学大学院工学研究
科にて博士号を取得。

サポーター
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メンター

Maria Kristina Oquinena Paler（サン・カルロス大学 准教授）

Paler准教授は、フィリピン・セブ市に所在するサン・カルロス大学人文・自然科学
部 生物学科の准教授である。教育者として、環境科学、生態学、環境汚染、循環型
経済に関する大学院科目を担当している。
スイス・バーゼル大学および日本の千葉工業大学にて、環境システムの中のマクロ
プラスチックおよびマイクロプラスチック分析の研修を受けた。環境科学者として
10年以上にわたり、プラスチック問題における社会と生態系の相互関係を研究して
きた。
生物多様性とプラスチックの相互作用およびその影響に関する研究成果を含め、数
多くの論文を発表している。また、「東南アジア海洋プラスチック・プロジェクト」、
「東南アジア諸国における海洋プラスチック廃棄物中のベンゾトリアゾール系紫外線
吸収剤（UV-328）」、および「ステークホルダーの視点から生態系の生物多様性およ
び関連する生態系サービスに対するプラスチック汚染の影響を理解する研究（Plasti-

BASE）」などのプラスチック関連研究プロジェクトにおいて、共同研究者として参
画している。

ファシリテーター（Facilitators）

Gilang Andi Pradana（Next Creation ファシリテーター）

Next Creationの共同創設者兼プログラムディレクターとして、遊び心と協働性を
重視した手法により、企業、スタートアップ、中小企業、行政機関、大学など、日
本およびインドネシアの多様な組織に対してイノベーション・ワークショップを主
導している。
デザインスプリントの認定ファシリテーターであり、ロンドン大学にてコンピュー
タサイエンスの博士号を取得。慶應義塾大学のグローバル・イノベーション・デザ
イン・プログラムの一環として、東京、ニューヨーク、ロンドンにおける研修を経
て、メディアデザイン分野の修士号を取得した。現在は立命館アジア太平洋大学で
も講師を務めている。

清藤 貴宏（Next Creation ファシリテーター）

Gilang Andi Pradana氏と共に Next Creationを共同創設した CEOであり、日本の
組織におけるイノベーション推進を支援している。両者の協働は立命館大学のアン
トレプレナーシップ・プログラムに端を発し、初期の事業は複数のビジネスアワー
ドを受賞し会社設立の基礎となった。
テクノロジーおよび小売分野における実務経験を有する経営コンサルタントであ
り、九州大学にてMBAを取得している。Next Creationでの活動に加え、110年以
上の歴史を有する餅屋を含む複数の家業を統括しているほか、長崎大学にて講師も
務めている。

ナラティブ・レポート　レビュアー
Gilang Andi Pradana

Annisa Arsyad

https://www.apn-gcr.org/project/benzotriazole-uv-328-in-marine-plastic-debris-in-typical-southeast-asia-countries/
https://www.apn-gcr.org/project/benzotriazole-uv-328-in-marine-plastic-debris-in-typical-southeast-asia-countries/
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あなたの言葉で TASCを表すと？

ニックネーム あなたにとって、このプログラムは？

Pich 私にとってのもう一つの家。大切な ASEANと日本の友人たちと出
会い、安心できて、楽しく、愛を感じられる場所。

Bambi 持続可能で平和な未来のための解決策を生み出すプログラム。

Eaindray 本当の自分の声、可能性、そして自信を見つけることができた場所。

Sona 新たな視点を与えてくれた、挑戦であり特別な機会。

Lucas つながるために生まれてきた。

First 情熱あふれるアジアの若者たちと共に、多様な視点から環境行動を
学んだ、目を開かされる経験。

Min Han 社会的責任を担う力を与えてくれた、大切な旅。

Yu 友情とチームワークは国境を越えるということを教えてくれたプロ
グラム。

Eak 愛、友情、そして知識に満ちた、忘れられない経験。

Vita 出会える確率が0.000067%しかなくても、運命は私たちを引き合
わせてくれた。

Niña 忘れられない思い出と絆を生み出した、人生を変える学びの経験。

Amir 多様性の中で一つになった、示唆に富み、忘れられない旅。

Put かけがえのない気づきと、長く続く友情を得た経験。

Hope 途方もない夢が叶い、心から感謝している一生忘れられない機会。

Joi 自信、スキル、友情が花開く庭のような場所。

Chinta 若者を力づけ、国際理解を育み、新しい家族を与えてくれた奇跡。

Shiv 言葉では言い尽くせないほど素晴らしく、学びに満ち、記憶に残る
経験。

Lisa ASEANと日本の若者が結束し、成長、友情、そしてより明るい未
来を育む場。

Baginda 心から感謝している、人生を変えるプログラム！

Togo 新しい友人たちと自分の考えを共有できた、特別な機会。

Pream 心の奥深くに残る、コアメモリー。

Ram 友情を通して目的を見出し、変革を訴える経験（さあ行こう！）。

Adam 桜の花のように、短くも意味深く、忘れられない時間。

Kai 自身の将来へとつながる、多様で実りある経験。

Kaede 大学生活での最高の思い出 ― 忘れられないもの。

Najo より良い未来に向けて、計画し、行動し、そして共に祝おう！

Jen 学びと友情のための空間。

Chloe 学び、耳を傾け、多様な視点を理解し、成長することができた意義
ある経験。
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